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下手良中原・大原 。松太郎窪遺跡はすべて伊那市手良沢岡地籍の南部一帯に所在し

ている。この三カ所の遺跡付近は、棚沢川の河岸段丘面及び八ツ手川の河岸段丘面、

山麓扇状地面に存在し、段丘崖面には多量の湧水が見うけられます。

大正末年頃に来伊して、手良地区の遺跡をくまなく踏査されると同時に出土遺物を

実見され大著『先史及原史時代の上伊那』を出版された鳥居龍蔵博士は、この書物の

中で、これらの遺跡の重要性を大大的に指摘しています。

たまたま、手良地区では農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業 (通称、農免道

路整備事業)が導入されることになり、平成13年 7月 中旬から10月下旬まで、あしか

け3カ 月間にわたって発掘調査を実施することになりました。

発掘調査面積は凡そ2,300m2に 及び、奈良時代から平安時代に亘る竪穴住居址17軒、

その他、多量の遺物が発見されました。この事象は平安時代中期頃に編纂された『倭

名類衆砂』に記載されている古代の郷村「三良郷」の存在性を強く示唆されたわけ

であります。

この報告書は調査成果をまとめたものであり、このような成果をおさめ得たことは、

長野県教育委員会、上伊那地方事務所、地元の方々をはじめ、直接発掘に従事された

発掘調査団長、調査員、作業員の皆様のご尽力の賜であり、ここに深く感謝申し上げ

るとともに、この報告書が、今後教育文化の向上に活用されることを切に願って止み

ません。

平成13年 3月

伊那市教育委員会

教育長 保 科 恭 治



まえがき (下手良中原・大原・松太郎窪遺跡の環境)

遺跡の位置

下手良中原遺跡、大原遺跡、松太郎窪遺跡は長野県伊那市大字手良沢岡地籍の南部一帯に連

続的に南北に帯状を呈しながら展開している。三つの遺跡の南端は棚沢川に面し、この位置に

存在しているのが下手良中原遺跡、中央部付近は「松太郎窪」と名乗る小さな沢が東から西に

向かって急勾配で見られる、この地点に存在するのが松太郎窪遺跡である。「松太郎窪」を隔

てた北側に平坦地が広く展開し、このところが大原遺跡の中心部である。

この辺で前述した遺跡地までに至る道順を案内申しあげる。遺跡地に至る道順は凡そ二方向

に限定されるであろう。第一の道順はJR飯田線伊那北駅で下車して東に向かって進み、天竜

川に架かる三条橋を渡り、主要地方道伊那 。辰野線 (通称竜東線)を辰野方面へ約4.5km北進

し、野底集落の北はずれ、伊那北保育所近くの信号機のある四叉路を右折して、市道野底 。手

良線を東へ進む。進み始めてすぐに棚沢川 (地元では野底川と呼んでいる)を渡り、しばらく

行くと右手に溜池工法を導入した「野底堤」が木々の間から見られ、水を満々と湛えている。

この堤から東へ500m程進むと、三叉路に直面するが、ここで進路を左に取り、勾配の急な坂

位置図 (1:75,000)
①下手良中原遺跡  ②大原遺跡  ③松太郎窪遺跡



を登 り続け中途で左折して南に向かって200m程直進すると、果樹園や水田地帯が広がり、緑

一面の田園風景を呈している。この一帯が下手良中原遺跡の中心地であり、この遺跡の北に接

して「松太郎窪」と呼ばれている沢があり、この沢の北側一帯が松太郎窪遺跡である。松太郎

窪遺跡に隣接して大原遺跡が広範囲にわたって存在している。

第二の道順は伊那市街地より東へ杖突街道を高遠町方面へ約 5km行 くと、近年、住宅化が

急激に進んでいる美篤上原集落に至る。この集落と上大島集落の境界付近で杖突街道と別れて

左折して北進すると、ただちに左に美篤小学校校舎が日に入る。校舎のすぐ北側には三峰川右

岸第二河岸段丘が東西に走り、段丘崖には見事な礫層やテフラ層が何層にもわたって厚く堆積

しており、地質学的研究には格好の場所になっている。段丘崖は山林景観を呈してはいるが、

一部ではこれを取り除いて宅地化が及んでいる。この一帯を登りつめると広々とした平坦地が

連なっている。以前、この面一帯は畑地、森林で塗り覆われていたが、三峰川総合開発時に、

高遠ダムより導水して水田化した。秋ともなればあたリー面、稲穂の波が漂い、これに群れ遊

ぶ「赤 トンボ」は田舎の郷愁を沸きたたせてくれる。

美篤末広集落を通過して、杖突街道分岐点から約2.5kmで 手良中坪集落に至る。中坪に祀っ

てある八幡社の前で左折して県道美篤 。箕輪線を西進し、約 2kmで手良地区の中心部に及ぶ

この地区には伊那市役所手良支所、手良郵便局、手良小学校、手良保育所、手良土地改良区事

務所が棟を並べて建っている。手良の中心部より西方へ約500m行 った付近一帯に前述した三

つの遺跡が密集して南北に列状を呈しながら点在している。

地形及び周辺の遺跡分布

1.地形・地質

下手良中原 。大原 。松太郎窪遺跡の点在する付近の地形は前述したように南側は棚沢川、中

央部付近は松太郎窪、北側は八ツ手川に面した状態になっているのが現状であり、これらの河

川は西流して、最終的には天竜川に合流する。かっては松太郎窪の崖―帯に湧水が多量にあっ

たと、付近の住民が語ってくれた。全般的にみて、遺跡地周辺は乾田化の景観を呈し、耕土は

黒く、肥沃であった。これらの水田一帯は昭和40年代前半の圃場整備事業導入によって、近代

化農業が押し進められている現状である。

地質については『辻西幅遺跡発掘調査報告書』によれば次のようになる。「手良地域の東部

山地は領家変成岩帯の高遠花商岩より成立している。この地域に分布している領家変成岩類は

古生代及び中生代に海底に堆積した砂や泥を主とする堆積物が、広域的な変成作用を受けて雲

母片岩や黒雲母片麻岩に変化したのである。また、これらの変成岩は、中世代末から新生代、

古第三紀にかけて貫入した高遠花間岩によって接触変成作用を受け、花尚岩の周辺部では黄青

石ホルンフエルス等を含む接触変成体を形成している。下手良中原 。大原 。松太郎窪遺跡は礫



下手良中原・大原・松太郎窪遺跡周辺の地形及び遺跡分布図 (1:50,000)

層の上に砂礫混合のテフラ層が堆積 し、安定度は高かった。礫層を構成する種類は砂岩・粘板

岩緑色岩を主とする 5～ 20cmの亜円礫で、風土の進化度は顕著であった。これらの礫は東方の

山地に存在する領家帯の岩石ではなく、中央構造線よりもさらに東方の三峰川帯、秩父帯、四

万十帯から運ばれてきたものであり、三峰川の扇状地礫層と想定される。」

「砂層を構成する砂粒は黒雲母・石英 。長石の他に磁鉄鉱、しそ輝石等が混入する。これら

の鉱物は火山起源のものではなく、東方山地の領家帯の岩石を含んだ鉱物であり、主として沢

岡川上流の東松方面から流氷によって運ばれて堆積したものと考えられる。砂層の上部から下

部にかけて姶良Tn火山灰 (九州鹿児島湾の姶良カルデラから約25,000年前に飛来した火山灰。

略称AT)の火山ガラスと形態が同じ火山ガラスがわずかではあるが含まれている。おそらく
二次的に移動してきて混入したものと思われる。」

2。 周辺遺跡の分布

本調査報告書で取り扱う下手良中原 。大原 。松太郎窪遺跡の周辺には縄文時代早期～江戸時

代に至る各種各様な数多くの遺跡が確認されている。これらを時代的な幅で考えてみると、約

一万年の数値に達し、この間は連綿として人間の営みが続いたのである。

次頁に「周辺遺跡一覧表」を提示し、それの内容項目は遺跡名、所在地、地形、時期であっ

た。NOについては、「下手良中原 。大原 。松太郎窪遺跡周辺の地形及び遺跡分布図」内の番

号と一致している。時期については土器編年を採用して記述した。

先に述べた三つの遺跡周辺の遺跡発掘調査は過去、島崎遺跡 (第 1次～第 2次 )、 堤林遺跡、

山の田遺跡、鍛冶垣外遺跡、辻西幅遺跡 (第 1次～第 2次)でそれぞれ実施され、その調査報

告書が干J行されている。これらの遺跡発掘調査成果については歴史的環境のところで触れるの



で、今回は省略しておこう。

遺跡の分布状況を概観 してみると、棚沢

川、八ツ手川、沢岡川等々の大小河川によ

って形成された河岸段丘面上に存在 してい

る場合が多 く、山麓扇状地面状の遺跡存在

度は低い。この理由としては自然地理学的

にみて水との関連性を強く示唆してくれる。

微 塚政美 )

歴史的環境

伊那市東部地域の北部一角に位置してい

る手良地域は天竜川左岸河岸段丘と、天竜

川の主要な支流の一つに含まれる棚沢川や

三峰川の活動によって形成された段丘面を

基盤にして、その上に東領1山麓地帯より流

出した多量の土砂を堆積 して広大な山麓扇

状地面を形造した。何回にもよる扇状地形

造活動終了後、その上に厚いテフラ層が覆

い、さらに、その上に安定した土壌が集積

している。

八ツ手地籍 (今回、遺跡発掘調査 した沢

岡地籍と接 している)に人間の足跡が始ま

ったのは現在、分かつている段階で、山の

田遺跡出土の縄文早期楕円押型文土器 (約

8,000年前)が最古である。さらに、『発掘調

査報告書』より同遺跡から出土した土器類

を列記する。縄文早期末葉で貝殻条痕文に

主特徴を持つ茅山式土器、縄文中期初頭の

梨久保式土器、中期中葉の井戸尻式土器、

中期後葉の曽利式土器などである。

時代は下つて、弥生時代に入る。天竜川

水系を遡って稲作農耕文化を波及させた水

神平式土器文化が伊那谷に浸透 してくる。

遺 跡 名 所 在 地 地  形 時 期

下手良中原手良沢岡段 丘 上
奈良時代土師器 奈良時代
須恵器 和銅開弥

大   原 扇状地上

奈良時代土師器 奈良時代
須恵器 平安時代土師器
平安時代須恵器 平安時代
灰釉陶器

松太郎窪
楕円押型文 曽利 平安時
代土師器 平安時代灰釉陶
器

山 の 田 手良八ツ手山麓線上

楕円押型文 鵜ケ島台 子
母口 梨久保 井戸尻 曽
利 水神平Ⅱ 平安時代土
師器 平安時代須恵器

中  原 扇状地上
中島 平安時代土師器 平
安時代須恵器 平安時代灰
釉陶器

垣  外 手良下手良平 地 上 曽利

二 重 平 段 丘 上

奈良時代土師器 奈良時代
須恵器 平安時代土師器
平安時代須恵器 平安時代
灰釉陶器

角  城 台 地 上 平安時代須恵器

南 垣 外

鍛冶垣外 手良野口 扇状地上

曽利 堀ノ内 中島 平安
時代土師器 平安時代灰釉
陶器 平安時代須恵器 中
世陶磁器類

古 八 幡 山麓線上 中島

南   原 福   島 段 丘 上
曽利 堀ノ内 平安時代土
師器 平安時代灰釉陶器
平安時代須恵器

大 上 平
平安時代土師器 平安時代
須恵器 平安時代灰釉陶器

福島上平Ⅲ

福島上平I
平安時代土師器 平安時代
須恵器 平安時代灰釉陶器

池 火 平

曽利 中島 平安時代土師
器 平安時代須恵器 平安
時代灰釉陶器

福島上平Ⅱ
平安時代土師器 平安時代
須恵器 平安時代灰釉陶器

福島上平Ⅳ

福島古墳群 横穴式石室 円墳 8基
原 曽禾J

辻 西 幅 手良沢岡 扇状地上
平安時代土師器 平安時代
須恵器 平安時代灰釉陶器

島  崎 手良八ツ手台 地 上
平出3A 井戸尻 曽利
中島式 中世陶磁器類 近
世陶磁器類 内耳土器

堤  林 扇状地上
大洞A 樫王 平安時代土
師器 永楽通宝 中世陶磁
器類 近世陶磁器類

周辺遺跡一覧表



この文化の存在を実証する土器片が先の山の田遺跡から出土していた。当時の水田形態は湿田

が多く、沢水を集めて水田をこしらえたのであろう。この遺跡は標高が760m程あり、八ツ手

集落より北端部に位置している。近年、問題になってきている弥生時代高地性集落の草分け的

存在ではないだろうか。畑作振興も盛んに行われていたと思われる。

さらに時代は下って、古墳時代に入り、八ツ手集落から瀬沢川を隔てた南側には六ツ塚古墳

の残骸が 1基見受けられ、形状は円形である。古墳の名称からして、かっては、六基の存在性

を裏付けてくれると同時に、古墳時代終末期の群集墳の展開を成していたと思われる。現在、

八ツ手地籍内には六ツ塚古墳築造時と同じ頃、すなわち、古墳時代終末期 (六世紀後半～七世

紀前半)の集落址の存在は確認されていないが、近郷近在の古墳の分布からみ
・
て、近い将来、

発見されると思われる。

奈良時代集落址の存在は今回の発掘調査によって明らかになった。「三良郷」の存在は平安

時代中期頃になって初めて文献によって実証されているが、この古代の郷村は初源を探れば奈

良時代まで遡れるわけである。

平安時代承平 5年 (935)に編纂された『倭名類衆砂』には「三良郷」なる名が最初に見ら

れる。「三良」なる名の由来については「三良公」と称する帰化人が中坪の奥地「滝の沢川」

上流に住んでいたと伝承されており、当地は「大百済毛」「/1ヽ百済毛」と呼ばれている。これ

については諸説が提唱されているが、確たる説は出ていない。

辻西幅遺跡より「王」なる字を墨書にして印した平安時代土師器杯・須恵器杯が竪穴住居址

より出土している。この墨書銘の内容からみて、「三良郷」の存在性がクローズアップされる

のである。南垣外遺跡から灰釉長頸瓶と人骨の出土が伝えられている。辻西幅遺跡、南垣外遺

跡はともに今回発掘調査した遺跡に近接している。南垣外遺跡から棚沢川に沿つて広大な平坦

面が展開し、この西端部がかの有名な福島遺跡である。近年の研究から福島遺跡、古代の笠原

御牧を「三良郷」に包含する説が提唱されつつ現状であるが、今後の研究が重大な課題とな

ろう。

鍛冶垣外遺跡からも平安時代の遺構・遺物の検出が報告書によって分かるのである。

昭和60年度の発掘調査によって、堤林 。島崎両遺跡から中世陶磁器類が相当量出土した。前

者の遺跡より出土した遺物は次の通りである。古瀬戸灰釉四耳壺 (15世紀)、 古瀬戸鉄釉稜皿

(16世紀前半)、 永楽通宝 (1枚 )。 後者の遺跡出土遺物は次の通りである。中津川大平鉢 (13

世紀)、 中国元白磁碗 (13世紀)、 中国明白磁碗 (15世紀)、 中国明青磁碗 (15世紀)、 古瀬戸灰

釉大盤 (15世紀後半)、 古瀬戸鉄釉摺鉢 (16世紀前半)、 古瀬戸灰釉皿 (16世紀中葉)、 古瀬戸

灰釉丸皿 (16世紀前半)、 古瀬戸鉄釉甕 (16世紀)

以上の出土遺物の実態より鎌倉時代前期から戦国時代にかけての約300年間、城館を中心に

して、それを取り巻く農村集落の営みがある程度、確証づけられる。

中国青磁 。白磁類は伯来の高級品で、その使用階層からみて、近くにある小松の城、登内の



城との結び付きを究明すべきであろう。一方、大平鉢、摺鉢、大盤、皿、丸皿、甕等々の日常

雑器類は中世農村集落の繁栄を物語つてくれるのである。遺物出土量、遺物内容の差によって

それぞれ、集落の栄枯盛衰の変遷が読み取れるのである。

江戸時代に入り、手良地区は千村氏統治の天領に含まれていた。千村氏の代官屋敷は手良の

地には無く、岐阜県可児市久々利にあり、現在、千村氏屋敷として史跡保存されている。以上

の条件から察し、地域的に見て、陶器類が極めて安易に入手できたのであろう。従って、島崎

遺跡より多量の「瀬戸物」が出土し、このことを実証してくれる一つとなる。

次に島崎遺跡より出土した優品を記す。17世紀代では瀬戸鉄釉摺鉢、志野長石釉皿。18世紀

代では瀬戸灰釉細筒形三足香炉、瀬戸御深井釉茶碗、瀬戸灰釉こね鉢、瀬戸灰釉碗。19世紀代

では瀬戸鉄釉燈明受皿、瀬戸鉄釉茶碗、瀬戸染付茶碗、伊万里雪輪文茶碗、瀬戸灰釉香炉、志

野長石絵瀬戸。

以上のことから江戸時代全般を通しての農村集落の実態が把握できるのである。

大原遺跡の北側に近接して「下手良大日堂」が建てられ、これの入口に当たる東側には近世

の五輪塔群が並んでいる。火輪の軒勾配、地輪の縦長状況から見て、江戸時代の建立と想定で

きえよう。

最後に『伊那市寺院誌』によれば「下手良大日堂」について次のように記してある。

一 宗 旨

曹洞宗

二 本 寺

澄心寺

三 本 尊

大日如来坐像 (金剛界)(厨子入)

仏身高 43.Ocm   台座高 37.Ocm(蓮華座)

光 背 金泥舟形

四 堂 宇
トタン葺入母屋造  間日、奥行共に2.7m

(飯塚政美)



例  言

1.本書は、平成12年度に実施した農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業竜東地区に伴う

埋蔵文化財包蔵地緊急発掘調査報告書である。

2.こ の緊急発掘調査は上伊那地方事務所長の委託により伊那市教育委員会が市内遺跡発掘調

査団を編成し、この調査団に事業を委託して実施した。

3.本調査は、平成12年度中に業務を終了する義務があるため、報告書は図版を主体とし、文

章記述もできるだけ簡略にし、資料の再検討は後日の機会にゆずることにした。

4.本文執筆者は、次のとおりである。担当した項目の末尾に氏名を記した。

飯塚政美  本田秀明

◎図版作製者

。遺構及び地形実測図  飯塚政美  本田秀明
。拓  影       飯塚政美  本田秀明
・土器・陶器実測図   飯塚政美  本田秀明
。鉄製品実測図     飯塚政美  本田秀明

◎写真撮影者

。発掘及び遺構     飯塚政美  本田秀明
・遺  物       友野良一  飯塚政美

5。 本報告書の編集は主として伊那市教育委員会がおこなった。

6.出土遺物、遺構図面及び実測図面類は伊那市考古資料館に保管してある。



下手良中原遺跡
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第 I章 巻掘調査の経過

第 1節 発掘調査 に至るまでの経緯

今回、発掘調査の対象となった下手良中原遺跡は農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業

竜東地区に伴う緊急発掘調査であり、調査実施に至るまでには各種の保護協議、事務手続が行

われ、それらを流れに沿って記す。

平成12年 7月 17日付けで、上伊那地方事務所長小林俊規と伊那市長小坂樫男両者間で委託契

約書を取り交わす。

平成12年 7月 18日付けで伊那市長小坂樫男と市内遺跡発掘調査団 (手良地区)団長友野良一

両者間で埋蔵文化財発掘調査委託契約書を締結する。

平成12年 11月 7日付けで、下手良中原遺跡発掘調査終了報告書を長野県教育委員会教育長宛

に提出。

平成12年 11月 7日付けで、下手良中原遺跡埋蔵物発見届についてを伊那警察署長宛に提出。

平成12年 11月 7日 付けで、下手良中原遺跡埋蔵文化財保管証を伊那警察署長を経由して長野

県教育委員会へ提出。

第 2節 発掘調査の組織

緊急発掘調査に着手する前に次のような組織編成を行い、万全を期 した。

委 員 長  登 内   孝 (平成13年 1月 25日 から)
ク    小田切   仁 (平成13年 1月 24日 まで)

委員長代理  小 坂 栄 一

委   員  小 松 光 男 (平成13年 1月 24日 まで)
ク    伊 藤 晴 夫 (平成13年 1月 25日 から)
ク    上 島 武 留

教 育 長  保 科 恭 治

教 育 次 長  唐 沢   勇

事 務 局  酒 井 俊 彦 (社会教育課長 )
ク    伊 藤 初 美 (社会教育課長補佐 女性室長)
ク    白 `鳥 今朝昭 (社会教育係長)
ク    斎 藤 峰 子 (社会教育青少年係長)
ク    飯 塚 政 美 (社会教育係 )
ク   牧 田 としみ ( ク  )
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事 務 局

発掘調査団

団   長

調 査 員
//

//

作 業 員

高 松 慎 一 (社会教育係)

友 野 良 一 (日本考古学協会会員)
飯 塚 政 美 (    ク    )

本 田 秀 明 (長野県考古学会会員)

高 松 慎 一 (上伊那郷土研究会会員)

城倉三成 織井和美 酒井公士郎 有賀秀子 向山治男 向山泰正

松下末春 小田切守正 (敬称略順不同)

第 3節 発掘調査 日誌

平成12年 7月 3日 (月 ) 下手良中原遺跡の発掘現場へ発掘機材一式及び測量機材一式、テ
ントを運搬して、テントを建て、各種の機材の整理整頓を実施する。

平成12年 7月 4日 (火)今 回の発掘調査範囲の内、棚沢川に面した最南端部の地点を掘り
下げると、黒い落ち込みが発見され、これを第 1号住居址と命名して、掘り下げていくと土師

器・須恵器が出土した。

平成12年 7月 5日 (水) 第 1号住居址を掘り下げていくとカマドは東壁の中央部付近にあ
った。西側は用地外のため必然的に発掘調査は不可能であった。第 1号住居址の北側に黒い方

形状の落ち込みが見られ、これを第 2号住居址と名付ける。現道をはさんで東側にグリットを

いれると二つの落ち込みが見られ、これらを第 3号住居址、第 4号住居址とする。

平成12年 7月 6日 (木) 昨日、検出され第 3号住居址、第 4号住居址と命名された二軒の

住居址の掘り下げを進めると、土師器 。須恵器が相当量出土した。第 3号住居址より和銅開弥

(銅製)が一枚出土。これの出土

は上伊那地方では初見である。

平成12年 7月 14日 (金) グリ
ット掘りを北へ、北へと進める。

今までは試掘調査であった。

平成12年 7月 18日 (火) 本格

的な発掘調査を本日より開始す

る。北側で住居址が確認され、第

5号住居址と命名し、プラン確認

につとめる。

平成12年 7月 19日 (水) 前日
と同様な作業の続行。 重機にてグリット掘りを進める
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平成12年 7月 21日 (金)第 5

号住居址の掘り下げを進める。

平成12年 7月 24日 (月 )第 3

号住居址の掘り下げ、第 1号住居

址の遺物 ドットマップ図、セクシ

ョン図の完成。

平成12年 7月 26日 (水) 第 1

号住居址の完成。第 2号住居址の

掘り下げ。第 3号住居址の遺物 ド

ットマップ図の完成。グリット掘

りを北へ、北へと掘り進めると方

形の黒い落ち込みが発見され、大

きさ、形状からして住居址に成り

得る条件が完備されているので、

これを第 5号住居址と決定する。

平成12年 7月 27日 (木)第 2

号住居址の掘り下げを進める。

平成12年 7月 28日 (金)前 日

と同様な作業の実施。第 2号住居

址の遺物 ドットマップ図の作成。

第 3号住居址の掘り下げを進行。

平成12年 7月 31日 (月 )第 2

号住居址の遺物 ドットマップ図の

完成。第 3号住居址の掘り下げを

続ける。

平成12年 8月 3

撮影を終える。第

平成12年 8月 4

平成12年 8月 7

号住居址の遺物 ド

平成12年 8月 8

る。

平成12年 8月 9

に水路を隔てて、

住居址を掘り下げる

日 (木) 第 1号住居址、第 2号住居址、第 3号住居址の清掃をして、写真
3号住居址の遺物 ドットマップ図完成。

日 (金) 第 3号住居址の実測終了。第 5号住居址の掘 り下げを進める。

日 (月 ) 第 2号住居址の実測終了及び同住居址の地層断面図をとる。第 4

ットマップ図作成。第 6号住居址の掘 り下げを進める。

日 (火) 第 4号住居址の遺物 ドットマップ図の作成。発掘機材の整備をす

日 (水) 第 1号住居址のカマ ドのカッテイグの実施。第 6号住居址の北側

住居址が発見され、これを第 7号住居址と名を付け、掘 り下げを開始する。

住居址を掘り下げる
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平成12年 8月 10日 (木)第 4号住居址、第 5号住居址の遺物 ドットマップ図をつくる一方、

前日に引き続き、第 7号住居址を徐々に掘り下げていく。

平成12年 8月 11日 (金) 第 4号住居址、第 5号住居址の遺物 ドットマップ図の完成。先の

二軒の住居tl「_の地層図を取り終える。第 7号住居址の骨格部分の掘り下げを完了する。

平成12年 8月 21日 (月 ) 第 5号住居tlLの実測図完成。第 6号住居址の遺物 ドットマップ図
の作成並びに掘り下げを進める。

平成12年 8月 22日 (火) 第 7号住居址の遺物 ドットマップ図作成。第 6住居址の掘り下げ

を継続的に続ける。

平成12年 8月 24日 (木) 第 6号住居tlL、 第 7号住居址、第 4号住居址の掘り下げを実施。

平成12年 8月 25日 (金) 第 4号住居址、第 5号住居址、第 6号住居址、第 7号住居址の清

掃を済ませ、写真撮影を終える。

平成12年 8月 28日 (月 )下 手良中原遺跡の一部埋め戻しを実施する。

平成12年 8月 29日 (火) 第 4号住居址、第 5号住居址、第 6号住居址、第 7号住居址のカ

マドのカッテング、一部分の埋め戻しを実施する。

平成12年 8月 30日 (水)前 日と同様の作業を実施する。第 5号住居址、第 7号住居址のカ
マド断面図作成。下手良中原遺跡の埋め戻しをする。

平成12年 8月 31日 (木)埋 め戻しを実施する。

平成12年 11月 1日 (水) 最後の片付けを実施する。

平成12年 11月 2日 (木) 最後の片付けを実施する。本日をもって発掘調査終了

平成12年 11月 ～平成13年 2月  図面の整理、原稿執筆、報告書の編集、報告書を印刷所へ入

れ、印刷を開始し、校正を行い、3月 の報告書刊行に努力を払った。

平成13年 3月 報告書を刊行し、本事業の完了をみた。           (飯 塚政美)
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第Ⅱ章 発掘調査

第 1節 調査の概要

下手良中原遺跡周辺は農振農用地区内に指定されており、現況は大部分が水田で、一部は転

作による畑作が見られた。これらに混じつて爽在的に果樹園が展開し、典型的な田園風景をか

もし出していた。このような周辺の概要状況であるために、伊那市の穀倉地帯の一翼を担って

いると思われる。

遺跡地の発掘調査地点は大部分が現市道の下、今回の拡幅部分は水田となっており、発掘調

査を実施するに当たっては、当初、水田造成時に移動した土の状態、埋土の状態を十分に観察、

検討して、現地に重機を入れて調査に踏み切つた。実際に掘り下げてみると、元来、傾斜の少

ない地域のために、前述した二つの造成では、遺構の掘り込み面となり得るテフラ層の移動は

極めて少なく、遺構検出への期待は大いに持てた。

限定された調査地域ではあったが、奈良末～平安時代の竪穴住居址 7軒が発見され、古代

「三良郷」の存在性を強く示唆してくれた。なかでも「和銅開弥」の出土は上伊那郡内では初

めてであり、注目に値する。詳細な成果は報告書の通りである。

第 2節 遺構と遺物

(1)奈良～平安時代の遺構と遺物

第 1号住居址 (第 2図 図版 2)

本址は下手良中原遺跡の南端部付近を西流する棚沢川の北端突端面に検出され、北東に近接

して第 2号住居址が存在 している。表土面より40cm位下がつた砂礫混合のソフトテフラ層を

見事に掘 り込んで構築した隅丸方形状の竪穴住居址である。規模は南北 4m40cm位、東西は

不明 (西側は用地外の為に発掘調査不可能)の数値を測定できる。

壁高は40cm程度と中位であり、垂直に近 く、かたく、良好であった。床面は若干の凹凸は

あったが堅い叩きで造られてお り、一部分は貼床が認められた。壁面直下に幅50cm、 深さ

15cm程度の周溝が見事に回つており、典型的な住居址のパターンを描出していた。

柱穴は住居址の全てが把握できないので、その実態は分からないが、四隅に大きなのが、一

本づつ存在する、いわば四本主柱穴の形態を成していると推定される。カマ ドは東壁中央部付

近の壁面に密着して構築され、南北 l mlocm程度、東西 l m locm程度の規模を有 し、その組

成は石組粘土カマ ドであった。カマ ドの残存状態は極めて良好で、両袖石はしっかりと床面に

組み込まれて直立していた。煙道の存在も確認でき、焼土の残存度は高かった。

遺物は土師器、須恵器が主流で、その編年からみて、奈良末～平安時代の住居址と想定でき

(飯塚政美)

-9-



I 耕土         V
Ⅱ 黒掲色土層 (テ フラブロ Ⅵ
ックをまばらに含む)

Ⅲ 水田の地場層     Ⅶ
Ⅳ 黒掲色土層      Ⅷ
o           2m

暗掲色土層 (テ フラ粒を多く含む)
暗黒褐色土層 (砂まじり、焼土を含
む、粘性有り)
明掲色土層 (し まりがない)
テフラ層

水糸レベル標高717.22m

1 黄掲色土層 (堅 くしまった粘土層 )
2 黒褐色土層 I(焼土、炭化物、堅 くしま
った粘土、テフラブロックを少量含む)

3 焼土 (赤味が強い)
4 黒褐色土層Ⅱ(2に比べ黒味が強い)
5 テフラ層
囮□土器

水糸レベル標高717.66m

第 2図 第 1号住居址実測図 (左 )

0         1m

第 1号住居址カマ ド断面図 (右 )

る。

遺物 (第 3～ 4図 )

本址は全面発掘が出来なかったので、本址に関連する遺物の総数は把握できない。発掘調査

した段階では土師器、須恵器が大部分であつた。

第 4図の (1)は図上復元により、日縁径 13.3cm、 底径7.9cm、 器高16.Ocmを 測る。口縁は

くの字状に大きく外反し、胴部に最大径を有する土師器甕である。内・外面ともに無文である

のに対 し、木葉底を認める。赤褐色を呈 し、焼成は良好。多量の雲母粒を含み、ピカピカ輝い

悧肉

ていた。 (2)は残されている破片からみ

て、土師器長胴甕の胴下部から底部付近と

想定でき、本葉底となっている。色調、焼

成、胎土の状態はほぼ (1)と 一致する。

(3)は 口縁径 13.2cm、 底径4.6cm、 器

高4.Ocmを測るほぼ完型に近い須恵器杯で

ある。口縁は直線状に外反し、内・外面と

もにロクロ痕が顕著にみられる。底部は回

転糸切 り痕が明瞭で、焼成は極めて緻密で、

―

0            2m

第 3図 第 1号住居址出土遺物分布図

-10-
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1

NO.27

第4図 第 1号住居址出土遺物実測図 (1:2)

器面に小さな長石粒が各所に存在していた。

第 2号住居址 (第 5図 図版 3)

本址は南西で第 1号住居址と近接した位置に発見され、表土面からl mlocm位下った砂礫

混合のソフトテフラ層を掘り込んで構築し、プランは隅丸方形状で、竪穴式の住居址である。

規模は南北 4m85cm位、東西は不明 (東側は用地外のために発掘調査不可能)を測り、壁高

は北側が高く、西、南側はそれよりやや低かった。前者の数値は50cm程度、後者のは40cm程

度に留まった。壁面は垂直気味で、堅く良好であった。

-11-



床面は砂質混じりのテフラ層

中に構築され、大般水平で堅い

叩きとなり、ほんの一部分では

あるが、貼床状の所も認められ

た。

北壁、南壁、西壁三方向の直

下に幅10cm～ 30cm、 深さ15cm

～25cm位 の周溝が整然とまわ

っていた。東側を発掘調査すれ

ば当然ながれ、周溝の存在は確

かなものとなろう。

柱穴は現段階では9本発見さ

れているが、そのうち本柱穴に

なりそうなものはP2、 P3で あ

り、壁面に沿つて存在するP7、

P8は母屋柱に成り得る。

東側に検出された多量の焼土

はカマ ドに付随するものであ

り、もう少し東側へ掘り進めば

カマドの全貌が明らかになるで

あろう。

出土遺物は土師器 。須恵器が

主流で、これらからみて本tlLは

奈良末～平安時代の住居址と思

われる。

水糸レベル標高717.80m

I 耕土      Ⅲ 黒土層 (′Jヽさな礫を少量含む) V 黒暗褐色土層(砂が混じる)
Π 水田の地場層  Ⅳ 暗褐色土層(やや褐色が強い、 Ⅵ 黒褐色土層(砂が混じる)

。    砂が混じらず7LD混力 Ⅷ撃すё
第 5図 第 2号住居址実測図

遺物 (第 6～ 7図 )

本址の出土遺物は現段階では120点 を超えているが、全面的に本l」Lを掘 り進めれば、その数

は150点 を超えることは日に見えるようである。これらのうち、大部分が土師器・須恵器であ

り、本址の時期決定に大いに役立っている。

第 7図 (1～ 2)は須恵器高台付杯である。 (1)は 口縁径 11.9cm、 底径8.6cm、 器高3.8cm

を測る。やや外反し、ややハの字状に開く低い高台で、その先端はフラット気味である。内・

外面ともロクロ痕が顕著である。やや黒っぽい胎土で、焼土は良好。(2)は口縁径9.8cm、 底

径6.5cm、 器高4.Ocmを 測る。やや外反し、日唇部に向かって薄くなっていく。ややハの字状に

開く高台で、その頂部は平坦を呈し、(1)と は若干の時間差があると思われる。黒味がかつ

P5

水糸レベル標高718.67m

-12-



た胎土で、堅く焼きしまっている。

ロクロの整形が内面は顕著である。

(本田秀明)

第 3号住居址 (第 8図 図版 3)

本址は今回発掘調査を実施した下

手良中原遺跡のうちで単独状態の姿

で検出され、表土面より50cm程度

下層の砂礫混合ソフトテフラ層を掘

り込んで構築した隅丸方形状プラン

を呈する竪穴住居址である。

規模は南北6m45cm程度、東西は

不明 (東側は道路敷予定外のため発

掘調査は不可能である)力潮J定可能

であった。この規模はこの時期、つ

まり奈良末～平安時代としてはやや

大型の部類に含ま

れると思われる。

床面は全体的に

水平で、堅い叩き

状 を呈 していた。

ほんの部分的では

S 
oirls3s'lo_ ruu l)'ut 'u, *'$.tuu ',
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第 6図 第 2号住居址出土遺物分布図

NO.122

第 7図 第 2号住居址出土遺物実測図 (1:2)

あったが、貼床の状態も確認できた。今回、検出された南壁、北壁、西壁それぞれ直下に幅

40cm～ 50cm程度、深さ35cm～40cm程の幅広ろで、やや深めの周溝が回わり、それの底部は

堅く、若干凸凹が存在していた。

西壁中央部付近の壁面直下に南北 lm程度、東西75cm程度、深さ40cm程度の円形状のビッ

トが確認された。 (第 8図ではP5と 標示してある。)こ のビットの (南側と北倶1の )周辺には小

ブロック単位での粘土塊が青々と光沢を放って多量に貼り付いていた。また、ビット内より多

量の焼土と木炭が検出され、何か工房址的な色彩を漂わせている実態が明らかとなった。

柱穴はP2、 P3の位置、大きさ、深さからして四本主柱穴と思われ、他の二本は今回、発掘

調査が都合によって実施できなかった東側にあると考えられる。カマドもこの東側の一角に存

在するものと推定できる。

本址の出土遺物は土師器 。須恵器が主流であり、これらによって、奈良末～平安時代の住居

址と想定でき得よう。

-13-



遺物 (第 9～ 11図 )

第10図 (1～ 2)は

土師器長胴甕の一派に

含 まれている。 (1)

は図上復元によって、

日縁径31.3cmを 測 り、

日唇部は急激にくの字

状に屈折 している。黄

褐色を呈 し、焼成は良

好で、多量の雲母粒を

含む。 (2)は胴下部

から底部に至る図上復

元が可能な破片であ

り、底径は8。2cm程度

を測 り、この部分は木

葉底を成している。器

外面はヘラ削 りの調整

が顕著で土師器の面目

を保っている。赤褐色

る。黒灰色を呈し、

焼成は良好で、少

量 の長石粒 を含

む。

(5)は須恵器

短頸壷で、底部は

付高台となってい

る。外面はあばた

状に自然釉の痕が

見られ、かなり高

直 鴫0運

ー

I 耕土
Ⅱ 水
Ш 黒褐色土層 (砂 を含む)
Ⅳ 暗掲色土層 (′ Jヽ さなテフラ
ブロックを含む)
V 褐色土層 (や わらかい黒土

１

０

Ｐ

ｌ
一
Q

P4
-21

P6
--13

水糸レベル標高718.40m

水糸レベル標高718.78m

を呈し、焼成は良好で、多量の長石と雲母を含んでいる。

(3)は須恵器杯で、日縁径14.9cm、 底径7.2cm、 器高4.4cmを測る。器厚は 3 nlm～ 5 nlmと極

めて薄く製作され、ゆったりと曲線を描きながら外反し、内・外面ともにロクロ痕が顕著であ

る。底面は回転糸切り痕が明瞭となっている。白灰色を呈し、いわば生焼き状態である。

(4)は須恵器高台付杯。ハの字状に開く付高台を有し、それの先端部は平坦状を呈してい

悧財

Ｃ
一

粒を含む)
Ⅵ テフラ層
囮□ 土器 Ｄ

一

弥開綱
　
４
３２

オ

３

3`

0  15  0

414

)           2m

第 9図  第 3号住居址出土遺物分布図
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第 8図 第 3号住居址実測図
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0劇

第 10図 第 3号住居址出土遺物実測図 (1:2)
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温で焼かれた事実を物語っ

てくれる。ロクロ痕の調整

は見事である。

(6)は土師器長胴甕の

胴下部から底部にかけての

破片ではある。外面の剥落

が顕著で、長石粒の白さが

目立っている状態である。

木葉底の作りは美しく、葉

脈の線がくっきりと浮き出

ている。赤褐色を呈し、焼

成は中位である。

(7)は鉄製の刀子で、

全長は16.5cmを測る。腐蝕

の進行度が激しく、瘤状に

固まった所が多数認められ

た。かつてはその切り味は

鋭かったと想定される。

(8)は銅製の新和銅開

弥である。拓影で分かるよ

うに「沐」の字は欠損して

いるが、現存している三文

字から類推して、和銅開珠

と判断できる。直径は25

mm、 厚さは1.5mmを測る。

保存状態が良好で緑青の吹

き出しは少なかった。

和同開弥
(1:1)

第 4号住居址 (第 12図 図版 4)

本址は現市道の西側に単独状態で発見され、隅丸方形状を呈し、表土面より50cm位下の砂

礫混じリソフトテフラ層面を掘 り込んで構築 した竪穴住居址である。規模は南北 6m50cm程

度、東西は不明 (用 地外のために発掘調査が不可能 )、 壁面は30cm～ 40cm内外をそれぞれ測

る。以上の数値から察して、奈良末から平安時代の住居址としては大型の部類に属すると思わ

れる。今回、検出された三つの壁面、すなわち、東壁、南壁、北壁はともに垂直に近い状態で、

極めて堅く、丁寧に造り上げられていた。

第 11図 第 3号住居址出土遺物実測図 (1:2)

-16-



Ｄ
一

づ
鞣

ー P2

95°
―-15

760
-34  "

P7
-15

も0
1エ

P10

バ
一 水糸レベル標高718.00m

S

耕土

水田の地場層
黒色土層 (ね ばりがある)
暗褐色土層 I(砂 と礫が混じる)
暗褐色土層Ⅱ(Ⅳ より褐色が強い、砂が混じる、炭化物・焼土粒を含む)
黒褐色土層 (砂が混じる、炭化物・焼土粒を含む)
暗褐色土層Ⅲ(砂が混じる、少量のテフラ粒を含む)
明掲色土層 (ね ばりがある)
テフラ層
土器

水糸レベル標高718.57m

B:

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅸ
囮

Ｄ
一

Ｃ
一

水糸レベル標高717.80m

1 暗褐色土層 (堅 くしまっている、粘土プロックを含む)
2 黒掲色土層 (炭化物、焼土粒、ブロックを多く含む)
3 暗褐色土層 (砂が混じり、しまりがない)
4 明褐色土層 (粘土ブロックを含む)
5 焼土層 (赤が強く、混じるものがない)

6 暗掲色土層 (テ フラブロックを含み、ねばりがない、砂が多く混じる)
7 粘土層
8 暗褐色土層 (砂が混じり、しまりがない、炭化物、焼土粒を少量含む)
9 テフラ層
囮 土器

Ｇ
一

水糸レベル標高717.80m

0          1m

第12図 第 4号住居址実測図 (上 )・ 第 4号住居址カマド断面図 (下 )
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床面は大

般に平坦で

堅:いロロきJ大

になり、極

めて良好な

状態であり

ほんの一部

に貼床が残

っていた。

東壁中央

部付近に設

置されたカ

マ ド周囲を

ー

第13図 第 4号住居址出土遺物分布図

除いて、東壁、南壁、北壁の三壁面直下に周溝が蛇行状にめぐっていた。柱穴に関しては住居

址の全体像が把握できないので、配置状態は分からないが、P2、 P3は主柱穴に、Pl、 P4、 P5、

P6、 P7、 P8、 P9、 P10等々は補助穴となり得そうであり、後者のは間切り的な要素を含んで

いると推定できる。

東壁中央部付近に築かれた石組粘土カマドの残存状態は良好で、両袖石はしつかりと組み込

んであり、本住居址にふさわしい大きなカマドとなっていた。

遺物は土師器、須恵器が主流となっており、その形式からみて奈良末～平安時代の住居址と

察せられる。特殊な遺物として管状土錘 3点、土製紡錘車 1点が出土した。

遺物 (第 13～ 15図 )

第14図 (1～ 3)は土師器甕の口縁部破片で、いずれも図上復元にて表示してある。口縁径

(1)は 21。 lcm、 (2)は 22.lcm、 (3)は 19。9cmをそれぞれ測定できるが、日縁部に違いが見

られる (1、 3)は くの字状に、(2)はハの字状に大きく外反する。 3片 とも赤褐色を呈し、

焼成は良好、多量の雲母を含んでいる。

第15図 (4)は口縁径16.4cm、 底径10.6cm、 器高16。7cmを測り、大きくくの字状に外反する

土師器甕の完型品である。外面は素文であるのに対し、内面は横位のカキロ痕が走つている。

赤茶褐色を呈し、焼成は良好で、少量の雲母を含む。(5)は口縁径13.9cm、 底径8.6cm、 器高

11.2cmを測る土師器の完型品に近い甑である。この器の用途からして今回はカマド近くから出

土している。木葉底を呈し、葉柄や葉脈を磨り消すかのようにして円形状の穴をほぼ等間隔に

穿けてある。赤褐色を呈し、焼成は中位で、多量の長石を含んでいた状態が剥落した器面から

読み取れる。
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第 14図 第 4号住居址出土遺物実測図 (1:2)
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第15図 (6～ 9)は いずれも須恵器杯で、ロクロ痕を美事に残す優品である。この四つとも

半完型品の様相を呈しているが図上復元が可能であり、それに基づく数値を記しておく。(6)

は口縁径11.9cm、 底径5。7cm、 高さ3.3cm。 (7)は口縁径 13。9cm、 底径6。2cm、 高さ4.6cm。

(8)は 口縁径12.9cm、 底径6.3cm、 高さ3.7cm。 (9)は 口縁径12.6cm、 底径5。 7cm、 高さ

4。3cm。 底部は四個とも回転糸切り痕が明瞭であって製作工程が理解できる。一方、口縁はと

もになだらかにハの字状に開き、外反している。(6～ 7)は自灰色を呈し、生焼き状態であ

るのに対し、(8～ 9)は灰黒色を呈し、緻密となっている。

同図 (10)は生焼き状態の須恵器蓋の完型品であり、つまみ頂部は全体的に凹み状、中心部

にわずかに突出が見られる程度である。底縁径13.3cm、 つまみの径2.4cm、 つまみの高さ1.lcm

を測る。

第14図 (11)は 直径6.4cm、 高さ2.9cmを 測る土製紡錘車で、中心部付近に直径 7mmの孔を

きちんと穿けてある。直径の数値に対し、高さの数値割合が大きい。このことは何か時期的な

特徴と判別してもよかろう。 (12～ 14)は縦長の管状土錘であり、 (12～ 13)は完型品、 (14)

は下端部の一部分を欠損している。重量を計測してみると (12)は 20g、 (13)は 23g、 (14)

は17gと ほぼ均一化されていた。いずれも赤褐色を呈し、焼成は良好で、少量の長石を含む。

(15)は頁岩製の砥石で、研磨痕が縦位に存在している、(16)は硬砂岩製の剥片石器の一

部で、形態からみて本住居址とは何ら関係がなく、後世の飛び込みであろうと思われる。

第 5号住居址 (第 16図 図版 5)

本址は今回の発掘調査地区内で大般中央部付近に、北側は第 6号住居址に近い地点に検出さ

れ、表土層面から60cm程度下った砂質混入のソフトテフラ層を掘り込んだ竪穴住居址で、平

面プランは東側が用地外、西側は舗道道路のために調査は実施できなかったが、検出された部

分、また、周囲の住居址の実態からみて隅丸方形状を呈すると想定される。

規模は南北 4m50cm位 を持っているが、東西に関しては前述した事由によってその数値は

算出できなかった。壁高は検出された南壁で25cm位、北壁で20cm位 をそれぞれ測定でき、壁

高としては普通の高さであった。両壁面ともに夕ヽ傾気味で、若干凹凸を認め、堅かった。

柱穴は現段階では 2本検出されたが、全体的に4本主柱穴と考えられ、したがって、Pl、

P2は 主柱穴としての位置づけが可能であろう。P2の 中に細礫をつめてあり、柱の支えとなっ

ていた。

床面は部分的に凹凸はあるが、全般的にはかたい叩きを成しており、ほんの極一部分ではあ

るが貼床が残存していた。検出された両壁面直下に周溝がみられたが、全面的な発掘調査を実

施すれば全周していると思われる。カマドは東壁中央部付近に検出され、当初は石組粘土カマ

ドの形態を保持していたが、現況は大部分破壊されてしまって、その姿ははっきりとしない。

ただ、多量の焼土が堆積しており、かつて、それの存在性が裏付けできるのである。

出土した遺物は大部分が土師器、須恵器であり、それらからみて奈良末～平安時代の住居址
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水糸レベル標高719.00m
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1 黒褐色土層 (焼土粒、炭化物を含む)
2 明掲色土層 (粘土を含む)
3 焼土
4 テフラ層
ロコ土器

道路敷
黒掲色土層 (砂が混じる、堅くしまってい
る、わずかに炭化物を含む)

Ⅲ 暗掲色土層 I(砂が混じる、焼土・炭化物
を含む)

Ⅳ 暗掲色土層Ⅱ(砂が混じる、炭化物をわず
かに含む)
V 明褐色土層 (砂が混じる)
Ⅵ テフラ層

Ｃ
一

であろう。

遺物 (第 17～ 18図 )

第18図 (1)は長胴甕の口縁部破片で

あり、図上復元によって口縁径25。6cmを

測る。内・外面全体にわたって無雑作に

カキロを施してある。煮沸に使用したと

みえて、外面に多量の煤が附着 して、

黒々状態である。赤褐色を呈し、多量の

雲母を含み、焼成は良好である。

第 6号住居址 (第 19図 図版 6)

第16図 第 5号住居址実測図 (右 )・ 第 5号住居址カマド断面図 (左 )

穐
L tti07

化 :▲ :  ら今   凡例

第17図 第 5号住居址出土遺物分布図

本址は今回の発掘調査地区では最北端部に位置し、南側で第 5号住居址、北側で第 6号住居

址に近接した場所に発見された。西側は舗装道路下に広がっており調査不可能。表土層面から

45cm程度下の砂を多く含んだテフラローム層を掘り込んで構築されており、検出された南東、

北束の二隅の状態からみて、隅丸方形状の平面プランを呈する竪穴住居址である。規模は南北

3m45cm位 (東西は前述した理由により不明)を測る。当然ながら南北規模の数値より類推

して東西規模の大般は推定でき得て、一辺が 3m50cm程度と成り、これは、奈良末～平安時

代の住居址としては小型の部類に属する。

水糸レベル標高719.52m
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壁高 は30cm～

50cm位 とやや高め

であり、垂直に近く、

良好であった。

床面は大般平坦で

堅かった。東壁中央

部付近に構築された

石組粘土カマド周辺

を除いて東壁、南壁、

北壁の三壁面直下に

蛇行状 に周溝が回

り、特に隅にいたっ

てはやや幅広ろにな

っていた。

現段階で柱穴は3本確認さ

れたが、本址の全体像が掌握

出来ないので、その配置状態

は不明である。

カマドの内容は前述した通

りである。残存状態は良好で

両袖石、支脚石はしつかりと

していた。カマドの芯になる

多量の石が認められ、これは

三峰川産の緑色岩や変成岩が

主であった。

遺物は土師器、須恵器が主

流を成しており、それらの編

年からみて、本址は奈良末～

平安時代の住居址と位置づけ

が可能と思われる。

遺物 (第20～ 21図 )

第21図 (1)は土師器坑で、

丸底状を呈する器形に近いと

思われ、口縁部直下にわずか

ユ中準今綸鵠  0      2m2

Ⅵ

G'水糸レベル標高719.01m H'

1 遺路敷
I 砂礫層
Ⅲ 黒色土層
Ⅳ 暗褐色土層
V 黒褐色土層
Ⅵ テフラ層

1 粘土層(堅 くしまっている)
2 黒褐色土層 I(黒昧が弱い、砂が混
じり、粘りがない)
3 黒褐色土層 I(炭化物、焼土粒、焼
土プロックを多く含む、黒味が強い)

二
4F蹴

聡歴 耀 謝 留 ギ
な

5 暗褐色土層(砂が混じり、ねばりが
ない)
6 テフラ層
四□土器

0          1m

第19図 第 6号住居址実測図 (上 )・ 第 6号住居址カマド断面図 (下)
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に稜を有し、口唇は丸味を呈す。図上復元ではあるが、

口縁径11.2cmを 測る。赤茶褐色を呈し、少量の雲母を

含み、焼成は中位である。(2)は土師器長胴甕の木

葉底を有する底部破片であり、葉柄や葉脈が拓影から

も分かる。赤褐色を呈し、少量の雲母を含み、焼成は

良好である。

(3)は 須恵器杯で、図上復元によって口縁径

11.8cm、 底径5。9cm、 高さ4.2cmが計測できる。口縁部

へ向かってやや緩傾斜に外反し、回転糸切底を有する。

白灰色を呈するいわば生焼き状態となっている。内・

外面ともにロク

ロ痕が顕著で、

調整がゆきとど

いている。

全般的にみて

本址は前述した

ように小型の部

類の住居址に含

まれているが、

その割に遺物の

出土量が多めで

あり、今後、何

か問題提起をし

てくれるであろ

う。類例を待ち
第21図 第 6号住居址出土遺物実測図 (1:2)

たい。

第 7号住居址 (第22図 図版 7)

本址は今回、発掘調査を実施して検出された遺構中、最北端に位置し、南側は第 6号住居址

と近接して発見され、表土面より40cm位下つた砂質混合のソフトテフラ層を掘り込んで構築

した竪穴住居址で、検出された二つの隅からみて、隅丸方形状の平面プランを呈するものと思

われる。規模は南北 3m30cm程度、東西は西側が塗装道路になっており、調査ができない状

況下にある。しかし、東西規模は住居址の形態から察して南北規模の近似値を示すと思われる

と同時に、この数値は奈良末～平安時代の住居址としては小さい方に分類できると思われる。

壁高は30～ 40cm位の数値を示し、状態は垂直に近く、堅くしまっていた。

2
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第20図 第 6号住居址出土遺物分布図
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床面は大股水平で、堅く踏み

固められていた。柱穴は現況で

8本確認されたが、柱穴自体の

直径は小さい。壁面に沿つてほ

ぼ等間隔に配置されており、同

様のことが、西側の末調査部分

にも見られるであろう。

カマドは東壁中央部付近に構

築された石組粘土カマ ドであ

り、残存状態は不良であったが、

煙道が検出されたのは良い成果

となった

出土遺物は土師器、須恵器が

主流であり、それらの形態から

道路

水糸レベル標高719.00m

0           2m

水糸レベル標高718.82m   D' E:

Ｂ
一

明褐色土層 (砂が混じる)
黒褐色土層 (炭化物を

含む、テフラブロック

を少量含む)
明褐色土層 (赤味がか

っている。焼土粒を多
く含み、炭化物が混 じ

Ｐ
一

Ｃ
一

っている)
4 テフラ層
ロコ土器

水糸 レベル

標高718.82m

察するに本址は住居址と思われ

る。
il■

遺物 (第 23～ 24図 )
ー

ヽ

凡例

財

第23図 (1～ 2)は土師器長 第22図 第7号住居址実測図 (上 )・ 第7号住居址カマド断面図 (下 )
胴甕の破片であるが、図上復元

が可能であったので実測図を作成してみた。 (1)は 口縁径24.7cmと 大型で、日唇部は丸味を

呈し、なだらかに外反し、胴部で最大径26.8cmを 測る。外面はカキロが全面に施されて美的感

覚を描写 しているが、内面は全 くの無文地である。外面に煮沸時に付着 したと思われる煤が

黒々と見られる。黒褐色を呈し、多量の雲母を含み、焼成は中位である。

(2)は長胴甕の胴部から底部に及ぶ破片であり、図上復元により底径は10。9cmを 測る。外

面はカキロが縦位状に施され、内面は無文地となっている。赤褐色を呈し、少量の雲母を含み、

焼成は良好である。

(3)は両面と先端部に磨いた痕跡が見

られ、いわば砥石的用途を持っていたので

あろう。三峰川産の緑色岩で、上部のくび

れた部分を握って使用したのであろう。

0            ~2m

(飯塚政美)
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NO.2

第24図 第 7号住居址出土遺物実測図 (1:2)

第Ⅲ章 所

下手良中原遺跡の発掘調査は、農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業に伴う埋蔵文化財

の記録保存による緊急発掘調査である。本報告書は平成12年度内に刊行する義務があり、従っ

て実測図及び図版を主に報告し、考察は後日にゆずることとした。本報告書をまとめるにあた

って、充分なる時間を費やせなかった。

今回の調査範囲は現道の拡幅だけの限定された範囲であったにもかかわらず、奈良末～平安

時代の竪穴住居址 7軒が検出されたが、住居址自体はほんの一部分だけの調査に留まった。

検出された部分より住居址の全体像を想像してみる。住居址 7軒は大小様々の規模を有し、

共に隅丸方形状の竪穴住居址である。カマドに関しては、それが検出された第 1号住居址、第
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4号住居址、第 5号住居址、第 6号住居址、第 7号住居址の全ては石組粘土カマドを構築して

あった。カマドの位置は東壁に設置されたのは第 1号住居址、第 4号住居址、第 5号住居址、

第 7号住居址、西壁に設置されたのは第 6号住居址であった。

検出された 7軒のうち、第 4号住居址は一辺が 6m50cm程度と、大型化を呈しており、今

回発掘調査を実施したうちでは中心的な存在を成していると思われる。

遺構に付随した遺物を遺構ごとに列記しておく。第 1号住居址は土師器、須恵器、石器を出

±。主なものは土師器甕、土師器長胴甕、須恵器杯。第 2号住居址は土師器、須恵器、石器を

相当量出土した。主なものは須恵器高台付杯。第 3号住居址は土師器、須恵器、鉄製品、鋼製

の和同開弥が出土。主なものは土師器長胴甕、須恵器杯、須恵器高台付杯、須恵器高台付短頸

壺、鉄製刀子。第 4号住居址は土師器、須恵器、鉄製品、土製品、石器が出土した。主なもの

は土師器甕、土師器甑、須恵器杯、須恵器蓋、土製紡錘車、管状土錘、砥石、剥片石器。第 5

号住居tlLか ら土師器、須恵器、石器が出土。主なものは土師器長胴甕。第 6号住居址の主な出

土遺物は土師器、須恵器、石器であり、特徴的なものとして土師器婉、土師器長胴甕、須恵器

杯などがある。第 7号住居址からは土師器、須恵器、石器が出土し、その主なものは土師器長

胴甕、砥石などである。以上の点を踏まえてみるに『倭名類衆砂』に記載されている「三良

郷」の存在性を強く示唆してくれる。なかでも「和同開弥」の出土はこの郷の存在性及び意義

付をより実証化してくれ、古代郷村制研究に飛躍的な役目を果たしてくれるであろう。

(飯塚政美)
長野県内古代銭出土一覧

種 類 遺 跡 遺   構 所 在 地 保 管 文 献 備   考
高年通費 中野市 江本庄一郎 中世備蓄銭に混入

隆平永賓 中野市 江本庄一郎 中世備蓄銭に混入

神功開賓 西条・岩船遺跡群 土坑 中野市 中野市教育委員会 中世備蓄銭に混入

富壽神賓 屋地遺跡 Bl号竪穴住居址 長野市 長野市教育委員会 長野市教育委員会1990

富壽神賓 御所遺跡 長野市 長野市教育委員会

承和昌賓 篠ノ井遺跡群 SB7404 長野市 長野県教育委員会 長野県埋蔵文化財センター1997

長年大賓 榎田遺跡 遺構外 長野市 長野県教育委員会 長野県埋蔵文化財センター1999

饒益神賓 榎田遺跡 SD47 長野市 長野県教育委員会 長野県埋蔵文化財センター1999

貞観永賓 松原遺跡 SDl173 長野市 長野県教育委員会

延喜通費 松原遺跡 SB196 長野市 長野県教育委員会

和同開称 生仁遺跡 第2地点 更埴市 更埴市教育委員会 長野県史刊行会1982

和同開称 生仁遺跡 第2地点 更埴市 更埴市教育委員会 長野県史刊行会1982

和同開称 諏訪南沖遺跡 更埴市 更埴市教育委員会 直井1997

隆平永費 更埴条理遺跡 9世紀面 更埴市 長野県教育委員会

和同開称 国分寺周辺遺跡 包含層 上田市 長野県教育委員会

和同開称 信濃国分寺 西廻廊 上田市 上田市教育委員会

和同開弥 殿田遺跡 グ リ ト 上田市 上田市教育委員会 上田市教育委員会1986

和同開称 前田遺跡 H152竪穴住居址 佐久市 佐久市教育委員会 佐久市教育委員会1989

和同開称 中道遺跡 Hl号竪穴住居址 佐久市 佐久市教育委員会 佐久市教育委員会1972

神功開賓 栗毛坂B遺跡 遺構外 佐久市 長野県教育委員会

隆平永賓 下聖端遺跡 H45号竪穴住居址 佐久市 佐久市教育委員会 佐久市教育委員会1992

富壽神賓 高師町遺跡 H4号竪穴住居址 佐久市 佐久市教育委員会 佐久市教育委員会1997

和同開称 聖原遺跡 佐久市 佐久市教育委員会

神功開費 聖原遺跡 佐久市 佐久市教育委員会

隆平永賓 聖原遺跡 佐久市 佐久市教育委員会

富壽神賓 聖原遺跡 佐久市 佐久市教育委員会

承和昌賓 聖原遺跡 佐久市 佐久市教育委員会
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種 類 遺 跡 遺 構 所 在 地 保 管 文 献 備   考
和同開称 芝宮遺跡群 SD03 佐久市 長野県教育委員会

神功開賓 芝宮遺跡群 佐久市 長野県教育委員会

神功開賓 上ノ城遺跡 佐久市 佐久市教育委員会 佐久市教育委員会1974

富壽神賓 上久保田向遺跡 H25号竪穴住居址 佐久市 佐久市教育委員会 佐久市教育委員会1994

承和昌賓 上久保田向遺跡 H26号竪穴住居址 佐久市 佐久市教育委員会 佐久市教育委員会1994

和同開称 中原遺跡群 7号竪穴住居址 佐久市 長野県教育委員会 佐久市教育委員会1996

高年通費 中原遺跡群 29号竪穴住居址 佐久市 長野県教育委員会

隆平永賓 大塚原遺跡 20号竪穴住居址 小諸市 小諸市教育委員会 小諸市教育委員会1994

富壽神賓 竹花遺跡 遺構外 小諸市 小諸市教育委員会 小諸市教育委員会1994

和同開称 郷土遺跡 遺構外 小諸市 長野県教育委員会

高年通費 十二遺跡 H28号竪穴住居址 御代田町 御代田町教育委員会 御代田町教育委員会1988

神功開賓 野火付遺跡 H13号竪穴住居址 御代田町 御代田町教育委員会 御代田町教育委員会1985

隆平永賓 根岸遺跡 H18号竪穴住居址 御代田町 御代田町教育委員会 御代田町教育委員会1989

饒益神賓 根岸遺跡 H13号竪穴住居址 御代田町 御代田町教育委員会 御代田町教育委員会1989

和同開弥 宮本の神社東側 明科町

高年通費 下神遺跡 SK490 松本市 長野県教育委員会 長野県埋蔵文化財センター1990 地鎮行為

萬年通費 下神遺跡 SK490 松本市 長野県教育委員会 長野県埋蔵文化財センター1990 地鎮行為

萬年通費 下神遺跡 SK490 松本市 長野県教育委員会 長野県埋蔵文化財センター1990 地鎮行為

萬年通賓 下神遺跡 SK554 松本市 長野県教育委員会 長野県埋蔵文化財センター1990 地鎮行為

神功開賓 下神遺跡 SK490 松本市 長野県教育委員会 長野県埋蔵文化財センター1990 地鎮行為

神功開賓 下神遺跡 SK490 松本市 長野県教育委員会 長野県埋蔵文化財センター1990 地鎮行為

神功開賓 下神遺跡 SK490 松本市 長野県教育委員会 長野県埋蔵文化財センター1990 地鎮行為

神功開賓 下神遺跡 SK490 松本市 長野県教育委員会 長野県埋蔵文化財センター1990

神功開賓 下神遺跡 SD108 松本市 長野県教育委員会 長野県埋蔵文化財センター1990

不 明 下神遺跡 SK490 松本市 長野県教育委員会 長野県埋蔵文化財センター1990 地鎮行為

不明 下神遺跡 SK490 松本市 長野県教育委員会 長野県埋蔵文化財センター1990 地鎮行為

隆平永賓 県町遺跡 松本市 松本市教育委員会

富壽神賓 三間沢 左岸遺跡 16号竪穴住居址 松本市 松本市教育委員会

延喜通費 三間沢ナ左岸遺跡 161号竪穴住居址 松本市 松本市教育委員会 6枚溶着

延喜通費 三間沢リ左岸遺跡 161号竪穴住居址 松本市 松本市教育委員会 6枚溶着

延喜通費 三間沢 左岸遺跡 161号竪穴住居址 松本市 松本市教育委員会 6枚溶着

延喜通費 三間沢 左岸遺跡 161号竪穴住居址 松本市 松本市教育委員会 6枚溶着

延喜通費 三間沢 左岸遺跡 161号竪穴住居址 松本市 松本市教育委員会 6枚溶着

延喜通費 三間沢 左岸遺跡 161号竪穴住居址 松本市 松本市教育委員会 6枚溶着

富壽神賓 小池遺跡 59号竪穴住居址 松本市 松本市教育委員会 松本市教育委員会1991

寛平大賓 一ツ屋遺跡 館跡 松本市 松本市教育委員会 松本市教育委員会1997

延喜通費 川西開田遺跡 溝址 松本市

富壽神賓 吉田川西遺跡 159号竪穴住居址 松本市 長野県教育委員会 長野県埋蔵文化財センター1989

隆平永賓 丘中学校遺跡 廃土中 塩尻市 塩尻市教育委員会 塩尻市立博物館1997

高年通費 小沼田遺跡 埋納銭 塩尻市 塩尻市立博物館1997 中世備蓄銭に混入

和同開弥 吉田若宮遺跡 埋納銭 塩尻市 塩尻市立博物館1985

富壽神賓 吉田若宮遺跡 埋納銭 塩尻市 塩尻市立博物館1985

隆平永賓 下境沢遺跡 21号竪穴住居址 塩尻市 塩尻市教育委員会 塩尻市立博物館1985

隆平永賓 榎垣外遺跡 岡谷市 岡谷市教育委員会

隆平永賓 金山東遺跡 蔵骨器 (壺 ) 岡谷市 岡谷市1973

和同開称 一の釜遺跡 一の釜古墳か 下諏訪町

和同開弥 乞食塚古墳 石室内 茅野市 茅野市1986

和同開称 乞食塚古墳 石室内 茅野市 茅野市1986

和同開称 乞食塚古墳 石室内 茅野市 茅野市1986

和同開称 乞食塚古墳 石室内 茅野市 茅野市1986

神功開賓 乞食塚古墳 石室内 茅野市 茅野市1986

貞観永賓 猿小場遺跡 38号竪穴住居址 飯田市 飯田市教育委員会

和同開称 恒川遺跡群田中・ 44号竪穴住居址 飯田市 飯田市教育委員会

富壽神賓 恒川遺跡群田中 2号竪穴住居址 飯田市 飯田市教育委員会

富本銭 座光寺地区 飯田市 飯田市教育委員会

富本銭 武陵寺古墳 石室内 高森町 高森町教育委員会

貞観永賓 中田遺跡 SB05 東部町 長野県教育委員会 長野県埋蔵文化財センター

和同開称 桜畑遺跡 SK016 東部町 長野県教育委員会 長野県埋蔵文化財センター

不明 宮平遺跡 上田市

平成11年 7月 段階

参考文献 長野県埋蔵文化財センター紀要 6 西山克己 長野県内出土の皇朝十二銭 (1997年 )
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第 I章 発掘調査の経過

第 1節 発掘調査 に至るまでの経緯

今回、発掘調査の対象となった大原遺跡は農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業竜東地

区に伴う緊急発掘調査であり、調査実施に至るまでには各種の保護協議、事務手続が行われ、

それらを流れに沿って記す。

平成12年 7月 17日付けで、上伊那地方事務所長小林俊規と伊那市長小坂樫男両者間で委託契

約書を取り交わす。

平成12年 7月 18日付けで伊那市長小坂樫男と市内遺跡発掘調査団 (手良地区)団長友野良一

両者間で埋蔵文化財発掘調査委託契約書を締結する。

平成12年 11月 7日 付けで、大原遺跡発掘調査終了報告書を長野県教育委員会教育長宛に提

出。

平成12年 11月 7日付けで、大原遺跡埋蔵物発見届についてを伊那警察署長宛に提出。

平成12年 11月 7日 付けで、大原遺跡埋蔵文化財保管証を伊那警察署長を経由して長野県教育

委員会へ提出。

第 2節 発掘調査の組織

緊急発掘調査に着手する前に次のような組織編成を行い、万全を期した。

委 員 長  登 内   孝 (平成13年 1月 25日 から)
ク    小田切   仁 (平成13年 1月 24日 まで)

委員長代理

委   員
//

ク

教 育 長

教 育 次 長

事 務 局
//

小 坂 栄 一

小 松 光 男 (平成13年 1月 24日 まで)

伊 藤 晴 夫 (平成13年 1月 25日 から)
上 島 武 留

保 科 恭 治

唐 沢   勇

酒 井 俊 彦 (社会教育課長 )

伊 藤 初 美 (社会教育課長補佐 女性室長)

白 ′鳥 今朝昭 (社会教育係長)

斎 藤 峰 子 (社会教育青少年係長)

飯 塚 政 美 (社会教育係 )

牧 田 としみ (  ク  )

ク

ク

ク

ク
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事 務 局

発掘調査団

団   長

調 査 員
//

ク

作 業 員

高 松 慎 一 (社会教育係)

友 野 良 一 (日 本考古学協会会員)

飯 塚 政 美 (    ク    )

本 田 秀 明 (長野県考古学会会員)

高 松 慎 一 (上伊那郷土研究会会員)

城倉三成 織井和美 酒井公士郎 有賀秀子 向山治男 松下末春

小田切守正 (敬称略順不同)

第 3節 発掘調査日誌

平成12年 9月 4日 (月 )大 原遺跡の南側からバックフォーによってグリット掘 りを開始す

る。

平成12年 9月 5日 (火) グリット掘 りを北へ、北へと進めると、 4カ所の落ち込みが確認

され、これらを南側より第 1号住居址、第 2号住居址、第 3号住居址、第 4号住居址と命名し

て平面プランの精査に努めた結果、どの住居址もみな道路用地外や現舗装道路下にかかってお

り、その部分の発掘調査は不可能であった。したがって、発掘調査可能な面積は狭 く、住居址

の全体像は当初より把握できなかった。これもいたしがたい事実として書き留めておく。

平成12年 9月 7日 (木)午 後 3時頃より雨降りが強くなってきたので、作業を中止する。

本日の主たる作業は第 1号住居址、第 2号住居址の掘 り下げであった。

平成12年 9月 8日 (金) 第 1号住居址、第 2号住居址を掘 り進める。前日の文章に記述し
た通りの状態なので、掘 り下げは午前中にてほぼ完了し、午後より先の 2つの住居址の遺物 ド

ットマップ図の作成にとりかか

り、第 1号住居址はそれの完了の

運びとなった。

平成12年 9月 14日 (木)第 2

号住居址、第 3号住居址それぞれ

の遺物 ドットマップ図の完成をみ

る。第 4号住居址の掘 り下げを始

める。

平成12年 9月 18日 (月 ) 第 5

号住居址、第 6号住居址を掘 り進

める。その結果として前者の住居

址は北側の一部分で後者のそれに 住居址を掘り下げる
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切られていた。つまり、第 5号住

居址より第 6号住居址の方が新し

くなるのである。

平成12年 9月 20日 (水) 第 4

号住居址の掘り下げを済ませ、同

住居址の遺物 ドットマップ図の作

成。さらに、第 6号住居址の掘り

下げを進めていく。

平成12年 9月 21日 (木) 第 6

号住居址の完掘。第 7号住居址の

掘り下げ開始。第 2号住居址、第

3号住居址の平面実測完了。第 2

号住居址、第 3号住居址の断面実

測完了。

平成12年 9月 22日 (金)第 7

号住居址の完掘と第 8号住居址の

掘り下げを進める。第 4号住居址

の実測と地層断面図の作成。

平成12年 9月 25日 (月 ) 第8

号住居址、第 9号住居址を二軒と

も完掘。第 5号住居址、第 6号住

居址の遺物 ドットマップ図の作

成。

平成12年 9月 26日 (火) 第 7

号住居址、第 8号住居址の遺物 ド

ットマップ図作成。さらに先の住居址の平面実測完了。今回の発掘調査で完全に平面プランが

把握できた第10号住居址の掘 り下げを進める段取 りをする。

平成12年 9月 27日 (水) 第10号住居址の中央部付近に南北にベル トを残して、掘 り下げを

進める。

平成12年 10月 6日 (金) 第 1号住居址、第 2号住居址、第 3号住居址、第 4号住居址の掃

除を済ませて、写真撮影を終える。第 6号住居址の遺物 ドットマップ図の作成。第 7号住居址、

第 8号住居址のレベルを入れ、実測を終える。

平成12年 10月 11日 (水) 第 7号住居址、第 8号住居址、第 9号住居址、第10号住居址のセ

クション図を完成し、最後の住居址のセクションを取 り除いて、掘 り進める。

住居址を掘り下げる

住居址を掘り下げる
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平成12年 10月 12日 (木) 第 5号住居址、第 6号住居址のセクション図を作成し、さらに実

測も終える。第10号住居tlLの掘り下げを続行する。

平成12年 10月 13日 (金) 第 5号住居址、第 6号住居址の実測完了。第 9号住居址、第10号

住居址の遺物 ドットマップ図作成。第10号住居址は昨日と同様な作業を行う。

平成12年 10月 16日 (月 ) 第 5号住居址、第 6号住居址、第 7号住居址、第 8号住居址、第

9号住居址、第10号住居址をそれぞれ掃除して、写真撮影を終了する。

平成12年 10月 17日 (火)第 1号住居址カマド、第 2号住居址カマド、第 3号住居址カマド、

第 5号住居址カマド、第 8号住居址カマドのカッテイグを終了。そのうち前者の二つのカマド

の断面図作成。

平成12年 10月 18日 (水) 第 3号住居址カマドの断面実測完了。第 9号住居址、第10号住居

址の実測終了。特殊遺構の掘り下げ完了。

平成12年 10月 19日 (木)全 測図、第10号住居址実測図、第 8号住居址カマドの断面図作成。

発掘調査地区の埋め戻しを実施する。

平成12年 10月 24日 (火) 第 5号住居址カマド断面図、第10号住居址カマド断面図の作成。

発掘調査地区の埋め戻しを進める。発掘機材の後片付け、洗浄をする。

平成12年 10月 26日 (木) 発掘調査地区の埋め戻しを完了。

平成12年 11月 1日 (水)最 後の後片付けを実施する。

平成12年 11月 2日 (木)最 後の後片付けを実施する。本日をもって発掘調査終了。

平成12年 11月 ～平成13年 2月  図面の整理、原稿執筆、報告書の編集、報告書を印刷所へ入

れ、印刷を開始し、校正を行い、3月 の報告書刊行に努力を傾注した。

平成13年 3月 報告書を刊行し、本事業の完了をみた。           (飯 塚政美)
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第Ⅱ章 発掘調査

第 1節 調査の概要

大原遺跡の土地利用状況は全て水田地帯であり、夏ともなれ1餌稲穂や減反政策によるソバの

花が咲き乱れ、あたかもお花畑にいるような景観を呈している。今回の調査は先に触れたよう

に農免道路の拡幅工事事業に伴う理由により、その調査面積は限られ、あたかも「うなぎの寝

床」のような状況での調査となった。

調査の結果、奈良時代の竪穴住居址 1軒、奈良～平安時代の竪穴住居址 3軒、平安時代の竪

穴住居址 6軒、時期不詳の特殊遺構 1基が検出された。これらの住居址は前述したように限定

された範囲での調査のため、完掘できたのは第10号住居址だけ 1軒のみであった。その他、 9

軒の住居址の調査面積内訳は第 2節 遺構と遺物の中に掲載されているそれぞれの実測図を参
考にしてください。

遺物は土師器、須恵器、灰釉陶器がその主流となり、これらの詳細な内容については後述し

てある。

第 2節 遺構 と遺物

(1)奈良時代の遺構と遺物

第 1号住居址 (第 2図 図版 2)

本址は大原遺跡の最南端に単独の状態で発見され、表土面より25cm位下がった砂質混じり

のソフトテフラ層を掘り込んで構築した竪穴住居址である。プランは四隅が、舗装道路下、あ

るいは用地外の為に発掘調査は不可能であったが、奈良時代の類例からみて、多分、隅丸方形

状を成していると思われる。

規模は南北 3m50cm程度、東西は前述した理由により発掘調査はできない状況下であった

が、その規模は住居tlLの形態から想定して南北の規模と近い数値を測定できると思われる。壁

高は低く、20cm位の数値を示し、その状態は軟弱で凹凸が多く、外傾気味であった。床面は

堅い叩きになっており、若干の凹凸が認められた。

カマドは北壁中央部付近に検出され、石組粘土カマドの形態を有しているが、大部分は破壊

されてしまって、わずかにカマドに使用された河原石 3ヶ と、多量の焼土塊が見られたにすぎ

なかった。

遺物は土師器のみで、それによって本址は奈良時代に位置づけられると思われる。

遺物 (第 3～ 4図 )

第 4図 (1)は土師器高杯の脚部であり、杯部は欠損している。脚部はハの字状に開く短い

-9-



ー
水糸レベル標高722.50m Ｐ

一

1 暗掲色土層 I(砂が混じる、粘土が見られる)
2 暗掲色土層Π(焼土ブロックが混じる、炭化物がわ
ずかに見られる)
3 黒褐色土層(ねばりがある)
4 焼土(ブロックが多く見られる、灰が少量見られる)
5 テフラ層
囮 土器

G' 水糸レベル標高722.50m 旦

0         1m

道路

水糸レベル標高722.60m

水糸レベル標高722.80m Ｄ
一

脚部を成し、赤褐色を呈し、焼成は良好である。

(2)奈良～平安時代の遺構と遺物

第 8号住居址 (第 5図 図版 7)

本址は大原遺跡の北端部に位置し、単独の状態で検

出された。西倶1は道路拡幅用地外の為に発掘調査は不

可能。表土面より30cm位下がつた砂質混合のソフト

テフラ層を掘 り込んで構築され、南東、北束の二隅の

状態からみて、隅丸方形状の平面プランを呈する竪穴

住居址である。

規模は南北 4m30cm位 、(東西は用地外のため不明)

を測る。当然ながら南北の規模からみて、東西規模は

大般は想定でき得る。一辺が 4m50cm前 後と、極 く

普通の部類に属している。

壁高は30～ 40cmと 一般的で、堅 く、やや外傾気味

を呈していた。床面は大般平坦で堅かった。壁面直下

に幅20cm程、深さ10cm程の周溝が見事に回わり、住

日
一

Ｃ
一

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

水田の地場層
暗掲色土層 I(テ フラ粒を多く含む、炭化物をわずかに含む)
黒掲色土層 (テ フラ粒 0テ フラブロックを含む)
暗掲色土層Ⅱ (テ フラブロックを多く含む、掲色が強い)
テフラ層     0          2m

第 2図 第 1号住居址実測図 (左 )・ 第 1号住居址カマ ド断面図 (右 )

２９

　

。
ｏ

‐２

一

１

水

田

11° 20

圃

第 3図 第 1号住居址出土遺物分布図

第 4図 第 1号住居址出土遺物実測図
(1:2)
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ヽ

Ｐ
一

日

一
水糸レベル標高721.08m

粘土

焼土

暗褐色土層

灰層
テフラ層

土器

水糸レベル標高721.08m

耕土
水田の地場層
暗褐色土層 I(テ フラ粒、テフラブロックを
多く含む、炭化物をわずかに含む)
黒褐色土層 (堅 くしまっている、テフラ粒、
テフラブロックを含む、Ⅲほどではないが
しまっている)
暗褐色土層Ⅱ(テ フラブロックを多く含む、
褐色が強い)
テフラ層

0

１
２
３
４
５
回
　
Ｇ
・

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

　

Ⅳ

　

　

Ｖ

　

Ⅳ

Ｄ
一

Ｃ
一

水糸レベル標高721.58m

水糸レベル標高721.48m

2m

第 5図 第 8号住居址実測図 (左 )・ 第 8号住居址カマド断面図 (右上)

居址としての体裁を整備していた。柱穴の数は全面発掘が出  |

来ないので不明であるが、現状ではそれが壁に沿って規則的 ~

に配列されている。

カマドは東壁中央部付近にあり、石組粘土カマドの形態を

成しているが、大部分は破壊されてしまって、わずかに袖石

2ケ、多量の焼土塊、粘土塊が残存しているのみであった。

遺物は土師器、須恵器が主流で、それらからみて、本址は奈

良末～平安時代の住居址と思われる。

第 9号住居址 (第 7図 図版 9)

本址は今回発掘調査を実施した最北端部、西側で第10号住

居址に近接した位置に発見された。表土面より70cm位下っ

た砂質混合のソフトテフラ層面を掘り込んで構築した竪穴住

居址で、南西、北西の二つの隅からして、平面プランは隅丸

凡例

方形状を呈する。                            出土遺物分布図

規模は東側が現舗装道路下に入ってしまっていて発掘調査が不能であり、正確なる数値はの

ぞめないが、南北規模に近似 しているであろう。ちなみに南北の規模は4m50cm位 を測定で

o  2m囲

第 6図 第 8号住居址
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きる。壁高は

20cm前 後 と

やや低 く、外

傾気味で、壁

面は軟弱で、

凹凸が激 しか

った。床面は

全面的に堅い

叩 きを呈 し、

ところどころ

で凹凸状を成

していた。

柱穴の存在

及び配置状態

は全面的な調

査が実施できないから不明である。

カマ ドは近傍の住居址からみて、東壁中央部付近に構築された石組粘土カマ ドと想定でき

る。

遺物は土師器、須恵器が主流で、それらからみて、本址は奈良末～平安時代の住居址と思わ

れる。

第10号住居址 (第 9図 図版 8)

本址は大原遺跡の最北端、東側は第 9号住居址に近接 して発見され、さらに今回、全面発掘

できた唯一の住居址である。表土面より70cm程度下がつた砂質混合のソフトテフラ層を掘 り

込んで構築し、隅丸方形状の平面プランを呈する竪穴住居址である。規模は南北 4m50cm位、

東西 4m80cm位 を測る。

壁高は30～ 50cm位の数値を示 し、その状態は凹凸が多 く、外傾気味で、軟弱であった。床

面は大般水平で、堅くよく踏み固められ、良好な叩きとなっていた。主柱は数多く検出された

が、四つの隅に存在する大きなピット (P3、 P5、 P17、 P24)が主柱穴となると思われる。い

わば四本主柱穴の骨組みを成しており、それに付随して小さな柱穴、P8、 P15、 P28の ように

母屋柱的柱穴も存在していた。

カマ ドは東壁の中央部付近に検出され、石組粘土カマ ドの形態を成し、残存状態は良好であ

った。カマ ド周囲の壁面には補強用の土器片が貝占り付けてあり、これらは細片ではあつたが、

かつては土師器長胴甕に使用されており、廃品回収的にカマ ド構築に用いられたと思われる。

遺物は土師器・須恵器が主流を占め、それからして本址は奈良末～平安時代の住居址と思わ

一

第 8図 第 9号住居址
出土遺物分布図

Ⅱ 明褐色土層 (堅 くしまる) V 暗褐色土層Ⅱ(黒色がやや強い、テフラ
皿 黒褐色土層 (堅 くしまる)   粒を含む、炭化物、焼土を含む)
Ⅳ 暗掲色土層 I(テ フラ粒を合 Ⅵ 明褐色土層(テフラブロックを多く含む)

旦杖勘雌
:fili)'tノ埋爺Om   ユ

第 7図  第 9号住居址実測図
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れる。

遺物 (第 10～ 11図 )

第11図 (1～ 2)は土師器内黒杯である。 (1)は 口縁径16.8cm、 高さ5.4 cm、 底径6.9 cm

を測 り、やや大型化を呈している。腰部の張 りが少なく、口縁はわずかに弯曲しながら立ち上

がる器形を持つ。外面は赤褐色を呈し、回転糸切 り底である。

(2)は口縁径 13。 lcm、 底径 5。8cm、 高さ3.8cmを 測る。腰部の張りはほぼ直線的に走 りなが

ら立ち上がり、日唇部でわずかに外反する。外面は赤褐色を呈し、回転糸切 り痕を有する。
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第11図 (3～ 6)は須恵器杯で、

全て回転糸切 り底 を有 している。

(3)は 口縁径 12.9cm、 底径6.6cm、

器高3.9cmを 測る。腰部の張 りはわ

ずかであるが内側に弯曲しながら立

ち上がる形を成す。回転によるロク

ロ痕が強く残る方法で製作され、色

調は灰褐色を呈する。

(4)は図上復元によって実測図

を作成した。それによると、日縁径

12.4cm、 底径 5。8cm、 器高3.2cmを 測

る。腰部はやや張 り出し、日縁直下

でくの字状に鋭 く外反する。灰褐色

を呈し、外面に長石粒が全面にわた

ってあばた状に露出していた。

底部は糸切 り痕にて調整を施し、さ

0日配里日配ヨロ配ヨロ配ヨ嘔記ヨ

第 10図 第10号住居址出土遺物分布図

らに両面には回転ロクロ痕を水引きで仕上げた調整方法

をとっている。

(5)は (4)と 同様に図上復元にて実測図作成を試みている。それによれば口縁径 13。 lcm、

底径 5。3cm、 器高3.6cmを それぞれ測定できる。この器の全体的な形を見てみよう。腰部は若干、

つぼまり、日縁直下でやや張 り出し、口縁はやや外反する。したがって器の均衡性はよく保た

れている。器の調整は回転ロクロの痕が、内 。外面とも、そのままの形で残存 し、底部にいた

っては糸切 り痕が片寄 りの形でそれぞれ残っている。灰褐色を呈し、焼成は良好である。

(6)は完成品であって、日縁径13.3cm、 底径6.4cm、 器高3.6cmを それぞれ測る。全体の器

型は底部上部は大きく内側に弯曲し、胴部はやや外へ張 り出し、口唇部はやや外反する。した

がって、全体的に不安定に見える。底部は糸切 り痕が片寄 りの形で残存している。灰白色を呈

し、生焼き状態である。

本址は全掘調査が出来た唯一の住居址であつたことは前述した通 りである。従って、出土遺

物の実態が掌握できた。総数で76点出土 しており、内訳は土師器、須恵器が全てであり、灰釉

陶器の出土は一点もなかった。

遺物の出土状態は四隅の近くは何も出土しなかったが、その他の場所からはまんべんなく出

土していた。この実態はカマ ドを主にしてその近 くでの住居址使用の状況が分かるのである。
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第11図 第 10号住居址出土遣物実測図 (1:2)
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(3)平安時代の遺構と遺物

第 2号住居址 (第 12図 図版 3)

本址は北倶1で第 3号住居址に近接した位置に検出され、表土面より40cm位下った砂を混合

したソフトテフラ層面を掘り込んで構築した竪穴住居址である。平面プランはどの隅も検出さ

れなかったが、時期的にみて、隅丸方形状を呈すると思われる。規模は南北 5m50cm程度、

東西は用地外のため発掘調査は不可能であった。

壁高は10cm程度と極めて浅く、外傾気味で、凹凸が多く、軟弱であつた。構築当初のそれ

はもう少し高かったと思われるが、水田造成時に上面は削り取られて、結果的に浅くなったも

のと思われる。床面は若干の凹凸を認め、堅い叩き状を呈し、一部分は貼床になっていた。柱

穴は住居址の全貌が把めず、その総数及び配列状態は不明であるが、現段階で、P2、 P9は そ

の大きさからして主柱穴に成り得えそうである。カマドの近くのP5内から多量の焼土塊が検出

され、存在場所より灰捨場的機能を有しているのであろう。

カマドは北壁中央部付近に構築された石組粘土カマドで、その残存状態は悪く、カマドの骨

格に利用した砂礫と粘土が散乱していた。遺物は土師器、須恵器、灰釉陶器が出土し、よって、

本址は平安時代の住居址と想定される。
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第12図 第 2号住居址実測図 (上 )

１

２

３

４

粘
土

焼土

テフラ層  o        lm
土器

第 2号住居址カマド断面図 (下 )

５
６
囮

P7-47
P6    /`

-16-



遺物 (第 13～ 14図 )

第14図 (1)は土師器鍔釜で、口縁径24.4cmを 測るが

胴部、底部は欠損しているので、器高及び底径は測定で

きない。外面はカキロ痕が縦走し、文様効果をあげてい

る。赤褐色を呈し、焼成は良好、少量の長石を含む。

(3)は土師器杯の底部破片である。付高台は外側に

張る三日月形を成し、上部の杯部分は欠損している。茶

褐色を呈し、焼成は良好、少量の雲母を含む。

(2、 4、 5～ 6)は土師器杯で、いずれも回転糸切

底を呈している。(2)は半完型品に対し、(4～ 6)は

完型器である。(2)は 図上復元によって測定可能であ

り、日縁径10。9cm、 底径5。9cm、 高さ3.2cmを測る。(4)

は口縁径 10。6cm、 底径5。4cm、 高さ3.6cmを 測る。 (5)

は口縁径11.4cm、 底径5。8cm、 高さ3.4cmを 測る。 (6)

は口縁径11.6cm、 底径5。2cm、 高さ3.2cmを 測る。 (2、

5、 6)の体部はハ字状に直線的に開き、日縁部に至っ

て (2、 6)は わずかに外反する。 (2、 6)は茶褐色、

(5)は黒褐色を呈し、焼成は良好で、若干の長石粒を

含む。(4)は体部が若干内弯気味を呈し、器壁は肥厚気味である。杯としてはやや小型の部

類に属し、赤褐色を呈し、焼成は良好で、
・
多量の雲母を含むために内・外面壁全体にわたって

ピカピカと輝いていた。

(7)は灰釉陶器皿の口縁部破片であつて、図上復元により口縁径10.8cm、 底径6。 3cm、 高

さ2.3cmを測る。内面は刷塗りであるが、外面は無釉状態を呈する。

(8)は灰釉陶器碗の口縁部破片であって、図上復元により口縁径 11。 9cm、 底径8。 lcm、 高

さ4。3cmを測る。形態は腰部が張り、日縁に向かって直線状に立ち上がり、口唇近くでわずか

に外反する。施釉は刷仕上。底部の付高台は三日月形を成し、ハの字状に開く。(9)は灰釉

陶器碗で、ほぼ完型に近い優品である。口縁径15。2cm、 底径7.6cm、 高さ5。 lcmを測る。形態は

腰部が張り、口縁に向かって直線状に立ち上がり、全般的にハ字状に開いている。施釉は刷り

仕上。底部の付高台は三日月形を成す。

(10)は灰釉陶器段皿の完型品で、日縁径13.8cm、 底径7.5cm、 高さ2.3cmを測る。内・外面

ともに施釉は刷り仕上で、全面に及んでいる。底部の付高台は三日月形を呈し、頂部は尖り気

味で、ハの字状態を成す。
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第 3号住居址 (第 15図 図版 4)

本址は現市道の東側、第 2号住居址に南側で近接した位置に検出され、表土面より50cm位

下った砂混合のソフトテフラ層を掘り込んだ竪穴住居址で、平面プランは東倶1が用地外のため

調査ができず、その全体は把握できないが、検出された二隅 (南西隅、北西隅)か ら想定して

隅丸方形状を呈すると思われる。規模は南北 3m20cm程度、東西は前述した事由によって測

定不可能であった。平安時代の住居址としては小さい部類に属すると思われる。

壁高は25～ 30cm位 を

測 り、壁高としては極、

一般的であった。壁面の

状態は外傾気味で、凹凸

が多 く、軟弱状態を呈 し

ていた。

床面は大般平坦で、か

たい叩き状を呈 していた

が、ほんの一部分は貼 り

床状になっていた。

柱穴は本址の全体像が

分らないので、本数及び

配置状態は不明である。

ただ、P3は 主柱穴、P2、

P5は母屋柱的用途を具備

している。

~水 田

第15図 第 3号住居址実測図 (左 )・ 第 3号住居址カマド断面図 (右 )
カマ ドは西壁中央部付近に構築された石組粘土カマ ドであ

り、残存状態は不良であったが、両袖石及び粘土の貼 り付け

は良好であった。

遺物は土師器・須恵器・灰釉陶器が出土し、よって本址は

平安時代に位置づけが可能と思われる。

遺物 (第 16～ 17図 )

第17図 (1～ 2)は 口縁部が大きくくの字に外反し、最大

径を胴部に有する土師甕である。二つとも図上復元によって

口縁径は分かるが、器高は不明である。 (1)は 口緑径
22.3cm、 (2)の それは13.7cmを それぞれ測る。ともに外面

全体にわたってカキロ文が斜走し、時期的特色をよく描き出

している。色調は黒褐色 (1)、 茶褐色 (2)を呈 し双方と

Ｂ
一

1 暗掲色土層(焼土粒少量混入)
2 焼土 (炭化物少量混入)
3 テフラ層
囮 土器

0          1m

I 耕土
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テフラブロックもわずかに見られる)

Ⅳ 暗褐色土層Ⅱ(Ⅲに比べ掲色が強い、
ねばりがない)
V 黒褐色土層 (テ フラ粒がわずかに見
られる、ごくわずか炭化物が見られる)

Ⅵ 明掲色土層 (部分的な貼床)
Ⅶ 黒褐色土層 (部分的な貼床)
Ⅷ 明褐色土層 (テ フラブロックが非常
に多い)

Ⅸ テフラ層
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第 17図 第 3号住居址出土遺物実測図 (1:2)
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もに少量の長石を含み、焼成は良好。

(3～ 7)は土師器不であるが、器型の違いが見られる。杯の腰部がやや内弯し、日縁部が

大きく外反するもの (3～ 4)、 杯の大部がやや内弯し、日縁部がゆるやかに外反するもの

(7)、 底部だけで器型の変化が分からないもの (5～ 6)と 様々であった。(3～ 4、 5～ 6)

は回転糸切り痕を残し、製作工程がよく理解できる。(6)は内黒で黒々と光沢を放うていた。

これらの杯は黒茶褐色を呈し、焼成は良好であった。

第 4号住居址 (第 18図 図版 5)

本址は今回、発掘調査した地区のほぼ中央部付近に検出され、東側は現舗装道路の為、調査

不可能であった。表土面より80cm位下がった砂質混合のソフトテフラ層を掘り込んで構築さ

れ、検出した二隅の状態からみて、隅丸方形状の平面プランを呈する竪穴住居址である。規模

は南北 3m65cm程度、(東西は用地外のため不明)を測る。当然ながら東西の規模は南北のそ

れとほぼ近似値を示すと思われる。

壁高は25～ 30cm位 とやや低めであり、外傾気味を呈し、凹凸が多く、軟弱であつた。床面

はブロック的に凹凸はあったが、全般的にみて、平坦で、堅い叩きとなっていた。柱穴は住居

址の全体像が不明なためにその実態は把握出来なかった。第18図上Pl、 P5は本住居址とは直

接的に関連はなく、その形態、配列状態からみて、何か倉庫的色彩を持つ柱穴列と察せられる。

床面上に火災にあったとみえて柱材の炭化物が相当量検出された。P2、 P8は その深さから

想像して本住居址の主柱穴になり得る条件を持っている。

遺物は土師器、灰釉陶器片が出土しており、よつて平安時代の住居址と考えても妥当であろ

う。
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第 5号住居址 (第20図 図版 6)

本址は西側で現舗装道路下で発掘調査不可能、北側で第 6号住居址に切られた状況下で検出

された。表土面から50cm位下つた砂質混合のソフトテフラ層を掘り込んで構築され、発見さ

れた二隅の状態からみて、隅丸方形状の平面プランを呈する竪穴住居址である。規模は南北 6

m80cm程度、 (東西は先に述べた理由により発掘調査は不可能)を測る。このようなことから

して、東西の規模は南北規模の大きさからして、ある程度の数値は算出可能である。一辺が 7

mに近い数値を示す平安時代の住居tlLは大型の部類に属すると思われる。

壁高は50cm内外と、やや高めであり、凹凸が多く、外傾気味を呈していた。床面は部分的

に凹凸はあったが、全般的には平坦で、堅い叩き状を呈し、良好であった。柱穴は住居址の全

体像が見られないので、本数及び配置状態は不明である。

鰹  P8 道路敷
黒色土層 (堅 くしまっている、わ

ずかにテフラ粒、炭化物を含む)
暗褐色土層 I(黒色が強い、テフ
ラ粒を含む)
暗掲色土層 Ⅱ(Ⅲ に比べ、褐色が

強い、テフラ粒、テフラブロック

を多く含む、炭化物、焼土粒を含む)
灰層 (Ⅳの暗掲色土中に灰が多量
に見られる)
暗掲色土層Ⅲ(掲色が強 く、テフ

ラブロックを多く含む)
黒掲色土層 (テ フラ粒、炭化物を

含む)
暗掲色土層Ⅳ (や や黒が強く、や
やしまっている、テフラブ回ック

を含む)
明褐色土層 (大 きめのテフラブロ

ックを多く含む)
テフラ層

0           4m
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水糸レベル標高722.18m

水糸レベル標高722.18m

1 明褐色土層
(テ フラブロックを多く含む)
2 粘土層
3 黒褐色土層
4 焼土
5 灰層
6 テフラ層
囮□土器

0         1m

第20図 第 5・ 6号住居址実測図 (上 )・ 第 5号住居址カマ ド断面図 (下 )

第6号住居址

水糸レベル標高722.58m

Ｉ

Ⅱ

　

Ⅲ

　

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ
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B
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891C籠

T鴫ら/」襲
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こ`ノ
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水糸レベル標高722.58m

第5号住居址

第6号住居llL
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6号住居址と
の切り合ぃ

第22図 第 5号住居址出土遣物実測図 (1:2)

カマドは東壁の中央部近付に構築された石組粘土カマドで

あり、保存状態は極めて良好であった。特に焚口及び両袖石

付近の粘土の貼り付けは厚く、しっかりしていた。カマドの

近くの床面に南北に等間隔で、平たい石が列状に配置されて

いたが、土台石的用途を有していると思われる。

遺物は土師器、須恵器、灰釉陶器が出土しており、よって

本址は平安時代に位置づけられよう。

遺物 (第21～ 22図 )

第22図 (1)は図上復元によって口縁径18.2cmが測定でき

た土師器小型甕で、大きく「くの字状」に外反する点と、口

唇部が極端に口そぎ状態が主特徴である。外面にカキロ痕が

横走。茶褐色を呈し、焼成は良好。

第 6号住居址 (第20図 図版 6)

本址は南側で第 5号住居址を切った状態で検出されている。した

がって前述した第 5号住居址よりも新しくなる。よって、本址は平

安時代に位置付けが可能となってくる。表土面より50cm位下った

ソフトテフラ層を掘 り込んだ竪穴住居址である。規模、壁、床、柱

穴、カマ ドの状態はほんのわずかな発掘面積だけであつたので、そ

れらの実態はオ巴握できなかった。

遺物 (第23～ 24図 )

第24図 (1)は須恵器杯で、図上復元によって口縁径 14.9cm、 底

径7.lcm、 器高4.Ocmを 測る。腰部はやや張 り出し、やや開き気味で

口縁部に至 り、口唇はわずかに外反する。灰黒色を呈し、焼成は良

好。 (2)は須恵器の破片で青海波の文様がよく分かる。 (3～ 4)

は大きく、くの字状に外反する土師器甕であり、器厚は (3)で は

4mm、 (4)では8mmを測る。外面にカギロ痕が横位状に (3)、

縦位状に (4)が無数に走っている。ともに赤茶褐色を呈し、焼成

は中位で、少量の長石を含む。

道
路

第21図 第 5号住居址
出土遺物分布図

第23図 第 6号住居址
出土遺物分布図

道
路
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第24図 第 6号住居址出土遺物実測図

第 7号住居址 (第25図 図版 5)

今回、農免道路開通のため、現在、舗装されている市道を有効利用するように設計した。し

たがって拡幅する部分はほんのわずかであり、その幅は広いところで 5m程度しかなかった。

本址は、これにまさしくぴたりと一致して、東側は用地外のために発掘調査ができなかった。

さいわいに南北は全面的に発掘でき、その規模は3m60cm程度を測る。東西の規模は類推

するに南北の規模と大体同一位と思われる。

壁高は20～ 30cm位 を数え、凹凸があり、軟

弱で、外傾気味を呈していた。

床面は若干、凹凸があり、堅いタタキ状態

を成していた。柱穴は住居址の全体像が把握

できないので、本数、配置状態は不明である。

南東の一角に焼石が散乱していたが、おそら

くカマドに使用したのではないか。もし、こ

れが本当だとすればカマドは東壁に構築した

と考えられる。

遺物は土師器・須恵器 。灰釉陶器片が出土

しており、よつて本址は平安時代に位置づけ

られる。

3
NO.26

(1:2)

―

ｎ
，
Ｓ

がで
θ妬

A: 水糸レベル~標
高722.00m

道路敷
B:

第25図 第 7号住居址実測図
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遺物 (第 26～ 27図 )

第27図 (1)は灰釉陶器杯の底部破片であるが、図上

復元によって、かろうじて図面作成ができ、底径8。7cm

を測る。腰部は若干、外側に張り出し、三日月型の付高

台を有している。内・外面とも釉のかかり具合は良好で

ある。灰白色を呈し、焼成は良好。

(4)時期不詳の特殊遺構 (第28図 図版 9)

本特殊遺構は全面的に発掘調査がなされた。表土面よ

り40cm位下がった砂質混合のソフトテフラ層を掘り込

んで特殊遺構を構築 してある。その規模は南北 5m

70cm程度、東西 4m10cm程度をそれぞれ測定できた。

壁高は25～ 30cm位を有し、外傾気味、軟弱で凹凸は

多かった。床面は堅く、凹凸が顕著であった。

遺物は何も出土せず、時期不詳である。

(飯塚政美)

水糸レベル標高722.58m

第28図 特殊遺構実測図

第27図 第 7号住居址出土遺物実測図 (1:2)

0           2m

0

栄
米
マ
２
と
繭
酬
Ｎ
Ｎ
Ｎ
・い
∞
ヨ
　

Ａ
」

第26図 第 7号住居址出土遺物分布図
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(5)その他の遺物

第29図は多量に堆積した川砂の中より出土した平根

型鉄鏃の完形品である。全長8.9cm、 身の長さ4.5cm、

身の最大幅2.7cm、 中茎4.5cmを 測る。かなり腐蝕は進

んでいるが、鉄質が良好とみえて、残存状態は良好で

ある。

第29図 鉄鏃実測図 (1:2)

第Ⅲ章 所

今回の大原遺跡発掘調査は前述した下手良中原遺跡と同様な事業導入による埋蔵文化財包蔵

地緊急発掘調査である。この調査報告書は平成12年度内に発干Jす る責務があるために、充分な

る時間を報告書作成に費やせなかった。従って、実測図、図版を主体に、しかも限定された面

積の調査であったために、図面自体は不十分な状態で掲載されているが御容赦願いたい。

今回の調査では奈良時代の竪穴住居址 1軒、奈良～平安時代の竪穴住居址 3軒、平安時代の

竪穴住居址 6軒、時期不詳の特殊遺構 1基であった。これらについて、及びこれらから出土し

た遺物について極、簡略に述べる。住居址は諸条件によって全貌が把握できたのはわずかに 1

軒のみであったが、調査された部分より想定するに、10軒 とも全て、隅丸方形状を呈すると思

われる。カマドの検出されたのは、第 1号住居址、第 8号住居址、第10号住居址、第 2号住居

址、第 3号住居址、第 5号住居址であり、石組粘土カマドで骨格を成していた。

次に遺構に伴う遺物に触れておく。第 1号住居址の主な出土遺物は土師器高杯。第10号住居

址の主な出土遺物は土師器内黒杯、須恵器杯。第 2号住居址の主な出土遺物は土師器鍔釜、土

師器杯、土師器付高台杯、灰釉陶器皿、灰釉陶器碗、灰釉陶器段皿。第 3号住居址の主な出土

遺物は土師器甕、土師器杯。第 5号住居址の主な出土遺物は土師器小型甕。第 6号住居址の主

な出土遺物は須恵器杯、土師器甕。以上の事からして、出土遺物の主流は土師器、須恵器、灰

釉陶器 (10世紀～11世紀代、折戸53号窯の所産)であり、奈良時代後半から平安時代にかけて、

大集落の存在が明確化してきたのである。これはまさしく「下手良中原遺跡」で述べたように、

古代の「三良郷」の存在が浮彫りされてくるのであり、さらにこの郷の存在範囲も掌握される

一

Ａ

ＩＩ Ｉ

Ⅲ

Ｉ ＩＩ

＝

― ―Ｉ

Ⅲ

Ⅲ

Ｉ ＩＩ

＝

Ⅲ

＝

― ―Ｉ

Ｕ

一

のである。
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道路拡張部分の極

めて限定された調査

であったにもかかわ

らず奈良時代竪穴住

居址 1軒、奈良～平

安時代竪穴住居址 3

軒、平安時代竪穴住

居址 6軒がそれぞれ

検出され、古代「ユ

良郷」の存在性が強

く示唆される。
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第 I章 発掘調査の経過

第 1節 発掘調査 に至るまでの経緯

今回、発掘調査の対象となった松太郎窪遺跡は農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業竜

東地区に伴う緊急発掘調査であり、調査実施に至るまでには各種の保護協議、事務手続が行わ

れ、それらを流れに沿って記す。

平成12年 7月 17日付けで、上伊那地方事務所長小林俊規と伊那市長小坂樫男両者間で委託契

約書を取り交わす。

平成12年 7月 18日付けで伊那市長小坂樫男と市内遺跡発掘調査団 (手良地区)団長友野良一

両者間で埋蔵文化財発掘調査委託契約書を締結する。

平成12年 11月 7日 付けで、松太郎窪遺跡発掘調査終了報告書を長野県教育委員会教育長宛に

提出。

平成12年 11月 7日付けで、松太郎窪遺跡埋蔵物発見届についてを伊那警察署長宛に提出。

平成12年 11月 7日付けで、松太郎窪遺跡埋蔵文化財保管証を伊那警察署長を経由して長野県

教育委員会へ提出。

第 2節 発掘調査の組織

緊急発掘調査に着手する前に次のような組織編成を行い、万全を期した。

委 員 長  登 内 孝 (平成13年 1月 25日 から)

小田切   仁 (平成13年 1月 24日 まで)

小 坂 栄 一

小 松 光 男 (平成13年 1月 24日 まで)

伊 藤 晴 夫 (平成13年 1月 25日 から)
上 島 武 留

保 科 恭 治

唐 沢   勇

酒 井 俊 彦 (社会教育課長)

伊 藤 初 美 (社会教育課長補佐 女性室長)

白 鳥 今朝昭 (社会教育係長)

斎 藤 峰 子 (社会教育青少年係長 )

飯 塚 政 美 (社会教育係 )

牧 田 としみ (  ク  )

ク

委員長代理

委   員
ク

//

教 育 長

教 育 次 長

事 務 局
ク

ク

ク

ク

ク
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事 務 局

発掘調査団

団   長

調 査 員
ク

ク

作 業 員

高 松 慎 一 (社会教育係)

友 野 良 一 (日本考古学協会会員)

飯 塚 政 美 (  ク   )
本 田 秀 明 (長野県考古学会会員)
高 松 慎 一 (上伊那郷土研究会会員)
城倉三成 織井和美 酒井公士郎 有賀秀子 向山治男
小田切守正 (敬称略順不同)

第 3節 発掘調査 日誌

平成12年 11月 1日 (水)事 務局職員にて発掘調査を実施する。

平成12年 11月 2日 (木) 昨日と同様に発掘調査を実施するが、遺構 。遺物の検出は何もな
かつた。本日をもって発掘調査終了。

平成12年 11月 ～平成13年 2月  図面の整理、原稿執筆、報告書の編集、報告書を印刷所へ入
れ、印刷を開始し、校正を行い、3月 の報告書刊行に努力を払った。

平成13年 3月 報告書を刊行し、本事業の完了をみた。

第Ⅱ章 発掘調査

第 1節 調査の概要

本遺跡の調査にかかる寸前になって以前に、この周辺は白土採取を実施した地域と知らされ

た。そこで、部分的に自土採取が実施されなかった先端部付近ヘ トレンチを三本入れてみるが

全く、何の遺構 。遺物も検出されなかった。

第Ⅲ章 所

本遺跡地は前述したように、南側は下手良中原遺跡、北側は大原遺跡にはさまれた状態にな

つており、当然ながら、遺構の存在度は濃厚と想定されたが、広範囲の自土採取のために、遺

跡地は大部分破壊されてしまっていた。

-5-
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まつたろうくぼ

松太郎窪 長野県伊那市

大字手良沢岡

伊那市 167
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100 農林漁業

用揮発油

税財源身

替農道整

備事業

(竜東地

区)
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松太郎窪 集落址 奈良時代
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な し な し 本調査地点はかっ

て白土が採取されて

おり、その時に何も

かも破壊されてしま

って、今回の調査で

は遺構及び遺物は何

も検出されなかった。
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第 1図 地形及び遺構配置図 (1:1,000)(下手良中原遺跡)

第 1図 地形及び トレンチ配置図 (1 1,000)(松太郎窪遺跡) 第 1図 地形及び遺構配置図 (1:1,000)(大原遺跡)



下手良中原・大原・松太郎窪遺跡

農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業
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